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～男女共同参画社会の実現にむけて～

（宇土市男女共同参画推進計画より）

宇土市が目指すべき姿・・・
　【家庭】家族みんなで家事や子育て、介護などを協力し合い、明るくて楽しい生活を送ることができる。
　【職場】男性も女性も仕事と家庭の両立が可能な職場環境があり、一人ひとりがそれぞれの活躍をすることになる。
　【学校】お互いの人格が尊重されることの大切さを学び、就職や進学でも男女の区別なく、意思を尊重した進路を選
　　　　  ぶことができる。
　【地域】地域での活動や役員なども男性と女性どちらも主体的に関わり、みんなで良い地域を作っていくことができる。

宇土市の主な取組み紹介・・・
　【宇土市男女共同参画審議会】12 月1日開催
　　宇土市男女共同参画推進条例に基づき、市役所内事業の推進に関する外部からの評価、審議を実施し、委員の皆さ
　んからご意見等をいただきました。

　【宇土市男女共同参画社会推進委員会】12 月17日開催
　　市役所内部における推進計画の施策の進捗状況を管理するとともに、男女共同参画を推進するため、審議会で出た
　意見等を踏まえ庁内での連携を図っています。

　【男女共同参画啓発講座】
　　平成 26 年度はこのような講座を開催しました。
　＜講座 1：こどもといっしょ！親子ヨガ教室＞

0 歳～ 6 歳までの親子を対象に親子コミュニケーションヨガを開催しました。
リズム体操をしたり、絵本の読み聞かせをしました。体を動かした後は、お
茶を飲みながら各家庭の子育て談義で盛り上がり、親子でリラックスタイム
を過ごしました。（写真①）

　＜講座 2：Men’s キッチン！男の料理教室＞
「くまもとふるさと食の名人」澤田美也子さんを講師にお招きして “ 簡単炊き
込みごはん ” や “ 白身魚の塩麹漬けムニエル ” など ｢簡単ちゃちゃっとクッ
キング｣ を楽しみ、出来上がった料理は各家庭に持ち帰り家族みんなで食し
ました。（写真②）

問合せ先　まちづくり推進課市民活動支援係☎㉒ 1111（内線 2３21）

　基本目標：男女が自分らしさを発揮し、
　　　　　　ともに参画し支えあう地域社会の実現

①

②
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～熊本県女性の社会参画加速化宣言～

（熊本県女性の社会参画加速化会議より）

　女性の社会参画加速化へ向け “熊本が変わる ” ためにみんなで “自主宣言 ” しましょう！

なぜ女性の社会参画を進めるの・・・？
女性の就業率や共働き世帯の増加などにより、男女が性別に関わりなくその個性と能力を十分に発揮できる社会をさら
に推進する必要があります。

だれが宣言するの・・・？
県内の企業・事業者・大学・団体等です。

どんなことを宣言するの・・・？
女性の社会参画加速化に向けた今後の取組内容など、企業等の実情に応じた将来の目標を宣言します。
【たとえば・・・】
　・○年以内に女性管理職を△人育成します！
　・定時に帰る社員には「帰るバッジ」を着けて仕事をさせ、帰りやすい雰囲気をつくります！
　・子どもの行事や地域の活動に社員を積極的に参加させます！
　・社内会議に女性社員を参加させ意見の反映を行います！

宣言をすると・・・？
　★県のホームページなどに宣言企業等名称や自主宣言目標の一覧を掲載します。
　★登録企業の情報は、県内大学の就職窓口など、各方面に発信します。
　★県などが実施する「女性の活躍」に関する各種セミナー、講演会等の情報を提供します。
　★国や県が実施する「女性の活躍」に向けた支援制度等の紹介などの個別相談に応じます。

どこに宣言すればいいの・・・？
　所定の宣言用紙に記入し、事務局に提出してください。
　送付・問合せ先
　【事務局】県男女参画・協働推進課☎ 096（３３３）2287、メール：danjyokyoudou@pref.kumamoto.lg.jp

　まちづくり推進課では、男女共同参画の啓発・推進を図りたいという団体・事業所等に講師を派遣する出前講
座を実施しています。ご希望がありましたら、ぜひ問い合せください。

【対　象】市内在住・在勤のおおむね 10 人以上の参加が見込まれる市内事業所や団体
【日　時】月～金（祝日を除く）の午前 10 時から午後 9時までのうち 2時間程度
【その他】希望する講座内容によって講師を決定し、講師への謝礼・交通費は市で負担します。
　　　　　会場の手配や資料などの準備は事業所・団体でお願いします。
　　　　　なお、申込順に内容を調整しますが、予算の関係上ご希望に添えない場合はご了承ください。

例えばこんなテーマで・・・
「ワークライフバランス」、「コミュニケーション力ＵＰ」、「ＤＶ・虐待問題」など内容はご相談ください。

申込み・問合せ先　まちづくり推進課市民活動支援係☎㉒ 1111（内線 2３29）、メール：machi01@city.uto.lg.jp

　熊本県女性の社会参画加速化会議では、企業等における女性の社会参画の加速化を推進するため、企業・団体等が自
ら具体的目標を掲げ宣言する「女性の社会参画加速化宣言」を募集します。

出 前 講 座 募 集 中 ！
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は
じ
め
に
情
報
収
集
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
地
域
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
組
織
や
団
体
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
は
、
市
内
で
地
域
活

性
化
、
生
活
・
環
境
、
子
育
て
・
福
祉
、
産
業
・

経
済
、
教
育
、
歴
史
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

多
彩
な
分
野
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る

団
体
を
広
く
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

各
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

自
己
分
析
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

（
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
ま
ず
自
分
の
こ
と

を
知
る
こ
と
）

◇
今
ま
で
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
み
ま

し
ょ
う

◇
趣
味
や
特
技
・
資
格
を
活
か
し
て
み
ま
し
ょ

う
◇
以
前
や
り
た
か
っ
た
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
し
ょ
う

　「地域デビュー」してみませんか？
　まちづくり推進課では、市民との協働によるまちづくりを促進す
るため、市内で活動している団体の紹介や活動に使える補助金等の
紹介を行っています。
　今回は、そろそろ「地域デビュー」をしようと考えている人向けに、
活動を始めるヒントを紹介します。

Q　どのような補助金ですか？
A　「美しい景観の保全、創造」、「文化・コミュニティの維持、創造」、「地域の資源を活用した内

発的産業の創造」などのテーマに沿った活動を支援するための、幅広い活動に使える県の補
助金です。

Q　どういうものに使える補助金ですか？
A　景観作物の種代など、テーマに沿った活動に幅広く使える補助金です。自己負担なく、50万

円までの補助が受けられ、1人1回2千円までの日当を支給することもできます。

Q　どういった人が申請できますか？
A　法人格の有無や団体・個人を問わず、持続可能な農山漁村や元気な農山漁村を目指して地域
で活動するさまざまな主体が申請可能です。

※とても使い勝手の良い補助金です。興味がある人は、まちづくり推進課市民活動支援係まで問
い合せください（参考：平成26年度の募集期間は4月1日～ 15日、平成27年度も同時期予定）。

くまもと里モンプロジェクト推進事業 （活動団体支援）補助金のご紹介

ま
ち
づ
く
り

特集

地
域
活
動
を
始
め
る
前
に
‼

活
動
先
を
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

① 

ど
の
よ
う
な
組
織
・
団
体
か
？

② 

活
動
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
活
動
先
の
対

応
は
十
分
か
？

③ 

研
修
の
機
会
が
あ
る
の
か
？

④ 

活
動
内
容
が
自
分
の
知
識
・
経
験
・
技
能
を

活
か
せ
る
か
？

活
動
に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
と
れ
ま
す
か
？

（
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
て
、
無
理
の
な
い

よ
う
に
）

① 

ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
活
動
し
た
い
で
す
か
？

② 

都
合
の
よ
い
日
、
時
間
帯
は
い
つ
で
す
か
？

③ 

一
回
の
活
動
で
ど
の
く
ら
い
の
時
間
活
動
が

で
き
ま
す
か
？

活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

（
気
を
付
け
る
マ
ナ
ー
）

① 

約
束
の
日
時
を
守
る

② 

活
動
を
休
む
と
き
、
時
間
に
遅
れ
る
と
き

は
事
前
に
連
絡
す
る

③ 
活
動
中
に
知
り
得
た
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　 
に
関
す
る
こ
と
を
不
用
意
に
口
外
し
な
い

④ 

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
お
け
る
ル
ー
ル
を
確

認
し
、
自
分
の
役
割
や
仕
事
を
果
た
し
ま

し
ょ
う

⑤ 

人
と
人
と
の
関
係
を
大
切
に
し
、
共
に
助

け
あ
う
気
持
ち
を
尊
重
し
、
や
さ
し
さ
を

押
し
付
け
な
い
よ
う
に
相
手
の
意
思
や
考

え
方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う

ス
テ
ッ
プ 

3

ス
テ
ッ
プ
２

ス
テ
ッ
プ
１

“いちおし”の
補助金
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自
然
保
護
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
人
に
は
…

◇
子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
遊
び
を
教
え
る

◇
森
林
を
守
る

◇
海
や
川
の
ご
み
を
拾
う

◇
公
園
管
理
　
な
ど

福
祉
分
野
で
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
に
は
…

◇
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
行
事
・
サ
ー

ク
ル
活
動
の
手
伝
い

◇
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
へ
の

訪
問
・
話
し
相
手

◇
点
訳
・
音
訳
・
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
　
な
ど

国
際
交
流
や
海
外
協
力
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
人
に
は
…

◇
途
上
国
の
子
ど
も
に
文
具
や
楽
器
な
ど
を

送
る

◇
被
災
地
へ
の
寄
付

◇
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
　
な
ど

活
動
先
と
事
前
に
確
認
し
て
お
く
こ
と

① 
活
動
の
日
程
、
時
間
、
期
間
、
活
動
場
所

② 

具
体
的
な
活
動
内
容
、
活
動
ル
ー
ル

③ 

事
故
が
起
こ
っ
た
時
の
対
応
（
保
険
は
加

　 

入
し
て
い
る
？
）

④ 

持
参
す
る
も
の

⑤ 

費
用
負
担
に
つ
い
て

⑥ 

休
む
と
き
の
連
絡
方
法

⑦ 

責
任
者
（
担
当
者
）
の
氏
名
、
連
絡
先

で
は
、
活
動
を
始
め
る
前
に

上
手
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
ヒ
ン
ト
を
！

　
さ
あ
！
地
域
活
動
開
始
！
で
も
・
・
・
そ

の
前
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
‼

楽
し
く
活
動
を
続
け
る
た
め
に
、
気
を
付
け

て
ね
‼

・
プ
ラ
イ
ド
や
メ
ン
ツ
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
な

い
で
！

・
自
分
の
考
え
方
、
や
り
方
を
押
し
付
け
な

い
で
！

・
下
品
な
話
題
や
女
性
を
バ
カ
に
す
る
の
は

N
G
よ
！

・
仲
間
を
部
下
扱
い
し
た
り
し
な
い
で
、
年

下
や
主
婦
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
入
れ

て
！

地
域
活
動
の
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

・
見
栄
や
肩
書
を
捨
て
る

・
地
域
を
知
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
す
る

・
謙
虚
な
気
持
ち
で「
見
る
」「
聞
く
」「
話
す
」

・
気
の
合
う
仲
間
を
見
つ
け
る

市
民
活
動
で
大
切
な
こ
と

・「
人
柄
」
で
向
か
い
合
う
こ
と

・
笑
顔
を
忘
れ
な
い
こ
と

・
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と

地
域
活
動
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
人
に
は
…

◇
地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力

◇
町
の
防
災
・
防
犯
へ
の
協
力

◇
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導

◇
公
園
の
清
掃
・
美
化

◇
子
ど
も
の
登
下
校
時
見
守
り
　
な
ど

自
分
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
を
見
つ
け
よ
う
！

「
お
知
ら
せ
」

ス
テ
ッ
プ
4

趣
味
や
技
術
を
生
か
し
た
い
人
に
は
…

◇
囲
碁
・
将
棋
の
相
手

◇
書
道
・
パ
ソ
コ
ン
の
指
導

◇
写
真
・
ビ
デ
オ
の
撮
影

◇
楽
器
演
奏
、
歌
・
踊
り
・
手
品
の
披
露

◇
学
習
指
導

◇
お
も
ち
ゃ
の
修
理
　
な
ど

そ
の
他
の
活
動
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
に
は
…

◇
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
協
力

◇
マ
イ
バ
ッ
ク
で
の
お
買
い
物

◇
図
書
館
へ
本
を
寄
付
す
る

◇
使
用
済
み
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
・

ク
ー
ポ
ン
の
収
集

◇
バ
ザ
ー
の
開
催
　
な
ど

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
は
、
登
録
い

た
だ
い
て
い
る
市
民
活
動
団
体
向
け

に
、
補
助
金
・
助
成
金
の
紹
介
や
交
流

会
の
開
催
、
備
品
等
の
貸
し
出
し
、
輪

転
機
の
使
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
登
録
が
お
済
み
で
な
い
団
体
は
、
ぜ

ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
活
動
支
援
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３
２
１
）
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【実施する日時】
対 象 日 開庁・延長時間

３月
26日（木） 午後7時まで延長
29日（日） 午前9時～午後4時

4月

2日（木） 午後7時まで延長
5日（日） 午前9時～午後4時
9日（木） 午後7時まで延長

16日（木） 午後7時まで延長

対象窓口 業務内容 問合せ先

市民課

・転入、転出、転居など住民異動の手続き
・出生、死亡、婚姻、離婚など戸籍の届出
・戸籍、住民票、印鑑登録証明書などの証明書発行
 （住民基本台帳カード・電子証明の交付を除く）

・印鑑登録、自動車の臨時運行許可証発行
・パスポートの交付（申請手続きはできません）

市民係
☎㉒1111(内線2161)

税務課 ・税に関する証明書 （所得証明書など）の発行 収納係
☎㉒1111(内線2144)

保険課

国民健康保険・国民年金に関する業務
・国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入、脱退の手続き
・国民健康保険・後期高齢者医療保険被保険者証の再交付
・出産育児一時金の支給申請
・葬祭費の支給申請
・療養費、高額医療費の支給申請
・限度額適用認定の申請
・はり、きゅう、マッサージ施設利用券の交付
・国民年金の加入、脱退の手続き

国保年金係
☎㉒1111(内線2167)

福祉課

障がい者福祉に関する業務
・自立支援医療（更生医療・育成医療・精神通院）の支給申請
・補装具および日常生活用具の支給申請
・障害者手帳（新規・再認定・記載事項変更・返還）の申請
・重度心身障害者医療費資格者認定申請および異動届出書の提出
・特別児童扶養手当の申請
・特別障害者、障害児福祉手当の申請
・障害福祉サービスの申請

福祉政策係
☎㉒1111(内線2812)

介護保険に関する業務
・介護保険認定申請
・介護保険証の再交付
・負担限度額認定申請

介護高齢者支援係
☎㉒1111(内線2151)

子育て支援課

・乳幼児医療費、こども医療費受給者証の交付申請、返却
・児童手当の認定請求、受給者資格消滅届受理
・保育所の入所申込、退所の手続き
・学童クラブの入所申込、退所の手続き
・児童扶養手当の認定請求、転出届
・ひとり親家庭等医療費受給者証の交付申請、資格喪失の手続き
・新生児指定ごみ袋支給申請
・病児、病後児保育登録

子育て支援係
☎㉒1111(内線281３)

都市整備課 ・市営住宅入居者の異動に関する手続き 建築住宅係
☎㉒1111(内線2422)

上下水道課 ・上下水道使用開始、中止などの手続き
・異動による使用人員や名義変更の手続き

水道係・下水道係
☎㉒1111(内線25３2・25３6）

学校教育課 ・小中学校の入学、転校に関すること（別途学校への届けが必要です） 学校教育係
☎㉒6502

※対応できる業務の確認、不明な点などありましたら各担当課へ問い合せください。
問合せ先　総務課人事係☎㉒ 1111（内線 221３）

窓口休日開庁・時間延長

ご利用ください
～日曜日や時間外にも窓口での手続きができます～

　市では、春の転入・転出などの異動時期に合わせ
た窓口業務の日曜開庁と木曜の開庁時間延長を実
施します。住民異動（転入・転出・死亡・出生など）
に関係する部署の手続きや、各種証明書の取得など
ができます。
　なお、内容によっては、当日に手続きが完了しな
い場合がありますのでご了承ください。
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　市では、平成24年10月からコミュニティバス（行長しゃん号）・ミニバス（のんなっ
せ）を運行中。生活交通手段の充実を図るために取り組んでいる市公共交通運行
事業を紹介します。

問合せ先　企画課企画政策係☎㉒1111（内線2221・2223）
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問合せ先　税務課課税係☎㉒ 1111（内線 2142）

新築住宅に対する固定資産税の減免制度
　新築住宅の取得を税制面から支援し、定住促進を図るため、現行の床面積120㎡までの固定資産税を３年間（認
定長期優良住宅は5年間）2分の1に減額している制度に加え、市独自の制度として、一定の要件に該当する場合は、
さらに残りの2分の1を減額 （減免）します。

　平成2３年1月2日から平成３1年1月1日までの間に新築された住宅で、次の要件を満たす住宅が減免を受けること
ができます。

①専用住宅や併用住宅（居住部分が2分の1以上のもの）
②所有者が居住する住宅であること
③床面積が50㎡以上280㎡以下のものであること

①対象期間（平成24年から平成３1年）の各年1月1日現在、新築住宅の所有者であり、住宅の所在地（市内）に住
民票の登録をしている人

②所有者・その世帯全員に市税等の滞納がないこと

◆減免申請の手続きは、新築後、市役所が行う家屋調査時に初年度分の受付を随時行います。
　（適用2年目以降の申請は必要ありません）
◆非木造住宅等で一定要件のものについては、県が評価を行うため、別途市役所窓口で申請が必要です。

減免を受けることができる新築住宅は？

例：床面積が120㎡の住宅の場合（本来の課税額は120,000円）

減免を受けることができる人は？

必要な手続きは？

1

2

3

定 住 は 宇 土 市 へ 3年間延長しました！

固定資産税の減免制度

納める税金：120,000円 納める税金：60,000円
新築後3年間は床面積
120㎡までの税額が1/2

納める税金：0円
新築後3年間は床面積120㎡
までの税額は免除されます
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熊本東年金事務所による出張相談を毎月第1・第３木曜日に行っています。
■期日　３月19日（木）・4月2日（木）・4月16日（木）
■時間　午前10時～午後３時
■場所　福祉センター 2階会議室　
■申込み先　熊本東年金事務所お客様相談室☎096（３67）250３

年金をもらおう！　～国民年金で受けられる年金～
　国民年金では、次のような年金が受けられます。
　いずれも未加入期間や保険料未納がある場合は、年金が受けられない場合があります。
　また、年金を受けられる資格があっても請求をしなければ、受けることができません。

種類 受給要件など 受給できる人

老齢基礎年金

保険料を納めた期間や納付免除を受けた期間などが25年（３00月）以
上ある人が65歳になったときに受けることができます。
※希望すれば60歳以後いつからでも受けられます。
ただし、繰り上げて64歳以前から受けると減額され、繰り下げて66
歳以後から受けると増額されます。
また、一度減額・増額された支給率は、生涯変わりません。

本人

障害基礎年金

次の場合は、障害基礎年金を受けることができます。
ア　第1号被保険者期間中に初めて受診した病気やけがが原因で一
　　定の障がい状態になったとき。
イ　第1号被保険者の資格を失ったあと、60歳以上65歳未満で、日
　　本国内に住所がある人が一定の障がい状態になったとき。
ウ　20歳前に初めて受診した病気やけがで一定の障がい状態になっ
　　たとき。
※20歳前に初診日がある場合、本人の所得額による制限があります。

本人

遺族基礎年金

死亡した人によって生計を維持されていた次の人が受けられます。
ア　18歳（18歳の到達年度の末日）までの子がいる妻・夫
イ　18歳（18歳の到達年度の末日）までの子
※子が障害基礎年金1級・2級の障がいの程度にあるときは、20歳到
　達年度の末日まで。

子のある配偶者・子

付加年金

第1号被保険者・任意加入被保険者が定額保険料に付加保険料（月額
400円）をプラスして納付すると、老齢基礎年金に付加年金が上乗せ
されます。上乗せされる付加年金額は、200円×付加保険料納付月数
です。

本人

寡婦年金

国民年金の第1号被保険者として保険料を納めた期間（免除期間を含
む）が25年以上ある夫が亡くなられたときに、10年以上継続して婚
姻関係にあり、生計維持されていた妻が受けることができます。
受けることができる期間は、妻が60歳から65歳になるまでの間です。

妻

死亡一時金
第1号被保険者として、保険料を３6カ月以上納めた人が、老齢基礎
年金・障害基礎年金のいずれも受けないで死亡し、その遺族が遺族
基礎年金を受けられない場合に受けることができます。

遺族

☆付加年金・寡婦年金・死亡一時金は、第1号被保険者の独自給付です。

年金事務所　年金相談
※年金相談は予約制です。

知っておきたい

問合せ先　熊本東年金事務所お客様相談室☎096（３67）250３　　　保険課国保年金係☎㉒1111（内線2164・2167）　

国 民 年 金

国民年金
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タウントピックス

被災地に緊急物資を
宇土市・県トラック協会　災害協定の調印式

　2月6日、市は （公社）熊本県トラック協会と災害発生後に被
災地への緊急物資を優先的に輸送する「災害発生時の緊急物資
輸送協定」を締結しました。この協定は、熊本県トラック協会
が県や県内市町村と締結を進めているもので、今回で33カ所目
となります。
　調印式は、宇城地域振興局で宇城地域振興局長の立ち合い
のもと、宇城管内市町の首長が一堂に会して行われ、協定の趣
旨説明の後、協定書に調印し、守田憲史宇城市長、山中和彦
宇城振興局長、岩下哲三トラック協会会長が挨拶を行いました。
　この協定により、災害時の被災地への迅速な物資輸送が可能
となり、多くの被災者支援につながることが期待されます。

誰もが輝けるまちづくり
ハートフルフェスタ2015 inうと

　2月7日、市民会館で「ハートフルフェスタ2015inうと～人権・
男女共同参画・生涯学習で輝くまちづくり～」 が開催され、市
内外から約400人が参加しました。これは、人権や男女共同参画、
生涯学習について広く理解してもらおうと開催したものです。
　オープニングでは、県人権啓発キャラクター「コッコロ」とコッ
コロ隊が人権の大切さを伝える歌や踊りを披露。開会後、人権
作品入選者の表彰を行い、作文の部で最優秀賞を受賞した2人
が作文を発表。続いて、「未来を見つめて」─『水俣に学ぶ肥後っ
子教室』での学びを通して─をテーマに、網田小学校5年生が
水俣の歴史や環境再生に向けた取組みを発表しました。
　基調講演では、テレビアニメ「それいけ！アンパンマン」のバタコさんの声などでおなじみの佐久間レイさんが「心をほ
ぐすストレッチ。やわらかく生きてみませんか」と題して講演。佐久間さんは、声優・歌手・脚本家の仕事や子育てなど、
自身の経験をもとに、自分の人生は自分で決められることや、たまには体だけでなく心もストレッチしてリラックスするこ
との大切さについて語りました。講演の最後には、会場みんなで手遊びをして心のリラックスを図りました。
　また、ホワイエやロビーなどには、各講座の作品などが展示されました。

調印式の様子

佐久間レイさんの
基調講演

網田小5年生の発表

　宇土市子ども人権作品受賞者（敬称略）
▽作文の部
最優秀　
嶋津　彩乃(鶴城中1年)「永遠のテーマと勇気」
渕上　萌恵(走潟小6年)「人のいたみの分かる人間に」
優　秀
前田　憲人(網田中3年)「自分の道」
鳩野　那月(網田中2年)「私の経験」
西村　文那(網津小5年)「いじめをする人、うける人」
▽標語の部
優　秀
池上　真耶(住吉中3年) 「関係ない　見ているだけでも　いじめです」
太田　陽真(花園小6年)「一人じゃない　絶対だれかが　守ってる」
井手上佳矢(宇土小5年)「ありがとう　その一言で　つながる心」

下田　珠理(走潟小5年)「考えよう　みんなの気持ち　みんなの心」
村上　幸翔(網田小4年)「友達は　すてきな宝　仲良くね」
甲斐　彩花(花園小3年)「やめようよ　なかまはずれや　しらん顔」
東野　祐大(走潟小3年)「手をのばそう　こまった時には　たすけあい」
丸山　愛美(花園小1年)「つたえよう　ゆうきをもって　「どうしたの」」
嶋本　幸乃(網田小1年)「ごめんなさい　すなおにいって　なかなおり」
鍬守　寿輝(網田小1年)「ひとりずつ　みんなちがうから　おもしろい」
▽ポスターの部
優　秀　
鳩野　那月(網田中2年)「心は呼んでるSOS」
伊藤　清奈(網津小6年)「支え合って築く「きずな」」
嵯峨　理心(緑川小5年)「一人一人認め合って」
合志　友里(花園小4年)「世界のみんななかよしこよしお友だち」
梅田かいり(網田小2年)「みんなおなじえがおの花」
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Town Topix

大切な生命・財産を守るため
市消防団消防点検
　2月22日、市防災センターで市消防団消防点検が行われ、市
消防団員（宮原雄一団長、総勢615人）をはじめ市、県の関係
者など約900人が参加しました。
　元松茂樹市長が伊豫孝信副団長へ総指揮者を任命し、鶴城中
吹奏楽部の演奏にあわせて市消防団員が堂々と分列行進。元松
市長が「地域住民の安全・安心に対する期待は高まっています。
市消防団の輝かしい伝統を継承し、組織の強化を期待します」
と式辞を述べ、消防活動に功績があった皆さんに表彰が行われ
ました。
　その後、消防車両37台による車両分列行進のほか、通常点検
や7つの分団代表による小型ポンプ操法などが行われ、団員た
ちは日頃の訓練の成果を披露し、優勝を目指して競いあいまし
た。
　また、宇土幼稚園の園児たちによる幼年消防隊規律訓練を披
露すると、訪れた観客からは歓声が起こりました。
　なお、競技の結果は次のとおりです（敬称略）。
▽総合優勝
第3分団（轟地区）
▽総合点検
優勝　第3分団第2部（轟地区）
2位　第3分団第1部（轟地区）、第1分団第2部（宇土地区）
▽小型ポンプ操法
優勝　第3分団第1班
（浅川靖夫、金田忠大、坂本純一郎、境康行、堀川嵩紘）
2位　第4分団第6班
（本田寿、本田公伸、高嶋和臣、森和磨、今村直博）
3位　第1分団第1班
（園川雅和、中嶋誠也、杉本寛、井上慎之介、那須信久）

優勝した第 3分団の小型ポンプ操法

幼年消防隊も頑張りました

網田地区の発展を願って
網田小学校創立140周年記念式典
　3月1日、網田小学校創立140周年記念式典が開催され、網田
小児童や地域住民ら約300人が参加しました。網田小学校は明
治7年に創立され、昭和32年には児童数1,213人とピークを迎え
ました。
　式典では、「網田小の今昔」と題した瀧口節彦さんの講演や
創立100周年時に校庭の記念碑に納めたタイムカプセルの開封、
30年後に向けた新たなカプセルの埋設などを行いました。今回
開封したタイムカプセルには、作文集や教科書などが入ってお
り、当時の小学生やPTA役員などは、歓声を上げながら懐かし
んでいました。

40 年前のタイムカプセルに懐かしむ参加者

（11）   平成 27・3



タウントピックス

貴重な文化財を後世に残すために
大太鼓収蔵館・網田焼窯跡で防火訓練
　1月28日、大太鼓収蔵館と網田焼窯跡で、宇城広域連合北消
防署・網田分署の協力のもと、第61回文化財防火デーに伴う防
火訓練が行われました。1月26日を「文化財防火デー」と定め、
文化財を火災、震災その他の災害から守るため、この日を中心
として、全国的に文化財防火運動を展開し、国民一般の文化財
愛護に関する意識の高揚を図っています。
　この日の訓練では、初期消火訓練や消防署への通報、消防
署員による放水訓練などが行われ、参加者は文化財を災害から
守る必要性を再認識しました。 大太鼓収蔵館での放水訓練の様子

地元の期待を背にタスキをつなぐ
熊日郡市対抗男子駅伝
　2月8日、天草市役所前をスタート、熊本市のびぷれす熊日会
館前をフィニッシュとするコース（14区間、106.1㎞）で健脚を
競う第41回郡市対抗熊日駅伝大会が開催され、19郡市が出場し
ました。
　宇土市は濱本寛人選手が区間4位でスタートを切り、最後ま
でゴールを目指して各区間を選手全員が力走し、11位でゴール
しました。また、市内を走る11区・12区は、選手を応援しよう
と多くの観客が沿道に詰め掛けていました。
　なお、同大会10回出場を記念して島村洸史選手に熊本日日新
聞社から表彰状が贈られました。
　選手、監督の皆さんは次のとおりです。（敬称略）
▽総監督　上村博文　▽監督　守川泰一郎　▽マネージャー　
渡並隆宏、宮本誠也　▽選手　濱本寛人、北本颯眞、加藤大貴、
釘嶋貴智、横原琉星、守川敦、田中蒼之、野間拓哉、高山堅志、
小森友暉、山下龍一郎、島村洸史、福島匠吾、守川陽一、坂
口優真、宮川雄斗、石川玲音、吉田瑠河、那須宅馬、井上伸孝、
野村恒平、松村勝 力走する11 区の山下龍一郎選手

宮川雄斗選手が選手宣誓

健康で過ごせますように
粟嶋神社春季大祭
　3月1日から3日まで、ミニ鳥居で知られる粟嶋神社（新開町）
で春季大祭が開催され、市内外から家族連れや女性グループな
ど多くの参拝客が訪れました。
　同神社の境内にある高さ・幅ともに約30cmのミニ鳥居は、
くぐり抜けると無病息災や厄除け、安産などにご利益があると
いわれています。
　また、多くのアマチュアカメラマンも訪れており、ミニ鳥居を
くぐり抜ける子どもや女性などを被写体にシャッターを切ってい
ました。くぐれるかな？

平成 27・3  （12） 



Town Topix

たすきでつなぐ仲間との絆
第6回ジュニア駅伝大会

　2月21日、立岡自然公園内の周回コースで第6回宇土市ジュニ
ア駅伝大会が開催され、男子の部16チーム・女子の部17チーム
が参加しました。これは、市内の小学生でクラブ、学校（クラス）、
地域などで編成するチームを対象として、全5区間8.9㎞で健脚
を競い合う大会です。
　開会式では、花園小学校の古川愛渚選手が力強く選手宣誓を
行い、大会がスタートしました。男子の部は、緑川ミランが5区
で逆転し優勝。また、女子の部では、走潟TRDが1区から首位
に立ち、優勝しました。　　 　　（敬称略）
【男子の部】　優勝　緑川ミラン　2位　宇土東小サッカー部A　
　　　　　  3位　花園小サッカー部 A
区間賞　1区　野口明豊（緑川ミラン）・太田黒聖輝（宇土東小

サッカー部A）　2区　菊地佑弥（宇土東小サッカー部
A）　3区　三星遼馬（緑川ミラン）　4区　竹田凜（宇
土東小サッカー部 A）　5区　今村泰斗（緑川ミラン）

【女子の部】　優勝　走潟TRD　2位　花園バスケ部6年Aチーム
　　　　　　 3位　走潟ファイターズ
区間賞　1区　芥川慧（走潟TRD）　2区　岡村亜優（緑川サン

ダー）　3区　小山紗季（走潟ファイターズ）　4区　上
村地誉（花園バスケ部6年Aチーム）　5区　松藤陽（花
園バスケ部6年Aチーム）

緑川ミランの皆さん

走潟 TRDの皆さん

スウィーツ春の巻×食のモデル地域育成事業
うと創作うまかもん　スウィーツ春の巻　試食販売会

　3月1日、宇土シティモールで、「スウィーツ春の巻×食のモデ
ル地域育成事業in宇土シティ」と題し、春の巻スウィーツ試食
販売会が行われ、300人を超える来場者がありました。今回は、
食のモデル地域育成事業で開発した「行長しゃん5」（地元産果
物・野菜を使ったオリジナル焼菓子）の販売や機能性野菜で作っ
たトマトチーズ鍋の無料配布もありました。
　試食販売会に参加した3店舗のスウィーツや当日限定の米粉
クレープとコーヒーのワンコインセットを、その場で食べられる
イートインコーナーも設けられており、買い物客はカフェ気分を
楽しみました。訪れた市内在住の女性は、「イートインコーナー
で買ったスイーツをその場で味わえ、ゆっくりできたのでよかっ
た。トマトチーズ鍋もおいしく食べやすかったので、お店でも出
してほしい」と話しました。
　「うと創作うまかもん　スウィーツ春の巻」は、農の達人たち
が丹精込めて作った宇土産の苺と網田ネーブルを使い、市内9
店舗が参加。2月13日～ 3月15日の1カ月間開催され、各店舗で
創作スウィーツを堪能しました。

機能性野菜の鍋を満喫

おいしそうなスイーツがたくさん並びました

（13）   平成 27・3



くらし

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 情報
く

コ ー ーナ

INFOMATION  NOW

らし

　4月12日執行の熊本県議会議員一般選挙から、投票日の投票終了時刻が市内全投票所で1時間短縮されます。

【投票時間】　新　午前7時～午後7時（第17投票所は午後6時まで）
　　　　　  旧　午前7時～午後8時
　※期日前投票時間は、午前8時３0分～午後8時で変更ありません。
　投票日に行けない場合は、期日前投票制度をご利用ください。皆さんのご理解とご協力を
　お願いします。

問合せ先　選挙管理委員会事務局☎㉒1111（内線2３41）

選挙の投票時間が午後7時までに変わります！

　
市
役
所
表
玄
関
駐
車
場
内
に
設

置
し
て
あ
る
電
気
自
動
車
用
急
速

充
電
器
は
、
４
月
１
日
（
水
）
か

ら
有
料
（
５
０
０
円
／
回
）
に
な

り
ま
す
。

　
有
料
化
へ
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

利
用
可
能
時
間
　
午
前
8
時
30
分

～
午
後
8
時

利
用
方
法
　
市
役
所
開
庁
時
は
、

環
境
交
通
課（
市
役
所
本
庁
1
階
）

で
受
付
・
料
金
の
支
払
い
を
済
ま

せ
て
か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所
閉
庁
時
は
、
市
役
所
警
備

市
役
所
表
玄
関
駐
車
場
内
の
電

気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
が
有

料
に
な
り
ま
す

室
で
受
付
・
料
金
の
支
払
い
を
済

ま
せ
て
か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

支
払
方
法
　
支
払
い
は
現
金
の
み

で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
充

電
会
員
カ
ー
ド
、
携
帯
電
話
等
で

の
支
払
い
は
出
来
ま
せ
ん
。

そ
の
他
　
電
気
自
動
車
の
バ
ッ
テ

リ
ー
保
護
の
た
め
満
充
電
前
に
自

動
停
止
し
ま
す
。
充
電
が
終
了
し

た
ら
、
次
の
利
用
者
の
た
め
速
や

か
に
車
両
の
移
動
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先
　
財
政
課
契
約
管
財
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
２
）

　
現
在
、
市
の
公
共
下
水
道
を
使

用
し
て
い
る
世
帯
で
、
井
戸
水
等

（
上
水
道
と
の
併
用
を
含
む
）
を

使
用
の
世
帯
は
、
異
動
（
転
入
・

転
出
・
転
居
・
出
生
・
死
亡
等
）

に
よ
り
世
帯
人
数
に
増
減
が
あ
っ

た
場
合
、
下
水
道
使
用
料
が
変
更

と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
際
は
、
お
早
め
に
上
下
水

道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
世
帯
人
数
の
減
員
が
あ

っ
た
場
合
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
下
水
道
使
用
料
の
還
付
（
払
い

戻
し
）
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※
世
帯
人
数
と
は
、
住
民
票
上
の

人
数
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
住
民

票
異
動
手
続
後
も
人
数
変
更
連
絡

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
上
下
水
道
課
下
水
道

係
☎
㉓
２
３
７
１

世
帯
人
数
が
変
わ
る
と
下
水
道

使
用
料
も
変
わ
り
ま
す

　
昨
年
12
月
に
石
橋
町
の
市
道
で
、

路
線
上
に
あ
る
3
箇
所
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
が
割
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
市
が
設

置
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
の
所
有

す
る
財
産
で
す
。
設
置
す
る
際
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ミ
ラ
ー
の
取

替
え
も
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
市

か
ら
は
、
警
察
に
被
害
届
を
出
し

て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
現
場

を
見
つ
け
た
と
き
や
割
っ
て
い
る

人
を
見
か
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

警
察
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
環
境
交
通
課
環
境
交

通
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
８

２
１
）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
割
ら
れ
て
い

ま
し
た

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放

棄
地
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査

を
実
施
し
、
農
地
の
所
有
者
自
身

で
の
活
用
が
難
し
い
場
合
な
ど
は
、

農
地
を
借
り
た
い
人
な
ど
へ
の
貸

し
借
り
な
ど
の
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
以
外
の
農
地
に
つ

い
て
も
、
高
齢
化
や
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
耕
作
で
き
な
く
な
り
農
地

を
貸
し
た
い
人
、
規
模
拡
大
や
新

規
就
農
等
で
農
地
を
借
り
た
い
人

を
農
業
委
員
会
で
登
録
し
、
お
互

い
の
条
件
が
合
え
ば
、
農
業
委
員

耕
作
放
棄
地
を
含
め
た
農
地

を
貸
し
た
い
人
・
借
り
た
い

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

を
通
し
て
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３
３
１
）

見つけたら警察に連絡を！
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くらし

♪ちょっと拝見♪あなたの街のお元気クラブ

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人社団　金森会　あさひコート☎㉓5211
福祉課介護高齢者支援係☎㉒1111（内線2151）　　  医療法人社団　小田会　景雅苑☎㉗1010

　今回は松山団地公民館「お元気クラブ」を紹介します。
　松山団地公民館では毎月第2火曜日の午前中に開催しています。指導するサポーターさんたちも松山団地の人たち
です。もともと第2火曜日はいきいきサロンが開催されていたのですが、日にちを忘れないようにとお元気クラブに譲っ
てもらいました。サポーターさんたちはいろいろなレクレーションを提案して毎回楽しく行われています。
　お元気クラブは誰でも自由に参加することができます。お住まいの地区で開催されていない、または健康に対して
興味のある人はぜひ問い合せください。

赤上げて、白下げないで・・・真剣です お互いの健康確認も兼ねて楽しく！

　
平
成
26
年
中
の
県
内
の
特
殊
詐

欺
被
害
は
、
認
知
件
数
87
件
（
前

年
比
＋
12
件
）、
被
害
金
額
約
6
億

４
０
０
０
万
円
（
前
年
比
＋
約
2

億
９
０
０
０
万
円
）
で
、
件
数
・

被
害
額
と
も
に
増
加
し
、
被
害
額

は
過
去
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
。

宇
城
警
察
署
管
内
で
も
合
計
で

1
億
円
を
超
え
る
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
特
に
、
架
空
請
求
名
目
や
金
融

商
品
取
引
名
目
で
、
被
害
額
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
被
害
が

多
発
し
て
お
り
、
更
な
る
被
害
拡

大
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

　

特
殊
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン

ト 振
り
込
め
詐
欺
な
ど
特
殊
詐
欺

の
被
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

①
在
宅
時
で
も
留
守
番
電
話
に
す

る
。
直
接
犯
人
か
ら
の
電
話
に

応
対
し
な
い
こ
と
で
、
落
ち
着

い
た
対
応
が
出
来
ま
す
。

②
電
話
帳
か
ら
の
削
除
を
検
討
す

る
。
犯
人
は
、
電
話
帳
に
掲
載

し
て
い
る
電
話
番
号
に
電
話

を
か
け
て
く
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

③
A
T
M
利
用
限
度
額
の
引
き
下

げ
を
検
討
す
る
。
も
し
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙
し
取
ら
れ
る

被
害
に
あ
っ
て
も
、
1
日
の
利

用
限
度
額
を
低
く
設
定
し
て
い

れ
ば
、
被
害
金
額
を
出
来
る
だ

け
少
な
く
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

④
お
金
を
振
り
込
ん
だ
り
、
送
金

し
た
り
す
る
時
は
、
必
ず
誰
か

に
相
談
す
る
。
一
端
振
り
込
ん

で
し
ま
え
ば
取
り
返
す
こ
と
は

　
困
難
で
す
。
お
金
の
振
り
込
み

等
の
電
話
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

が
届
い
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
一

人
で
応
対
せ
ず
、
家
族
や
警
察

に
相
談
す
る
こ
と
が
被
害
を
防

ぎ
ま
す
。

問
合
せ
先
　
宇
城
警
察
署
☎
㉝
０

１
１
０

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
、
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等

を
所
有
す
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
市
外

へ
転
出
す
る
場
合
や
車
両
を
廃
車

し
た
り
譲
渡
し
た
人
は
、
３
月
末

日
ま
で
に
次
の
と
こ
ろ
で
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
を
忘
れ
る
と
引
き
続
き

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
・
小

型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）

問
合
せ
・
手
続
き
先
　
税
務
課
☎

㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
６
）

●
１
２
５
㏄
を
超
え
２
５
０
㏄
以

下
の
バ
イ
ク
（
軽
二
輪
）・
軽
自

動
車

問
合
せ
・
手
続
き
先
　
軽
自
動
車

検
査
協
会
熊
本
事
務
所
☎
０
５
０

（
３
８
１
６
）
１
７
５
８

●
２
５
０
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク

（
自
動
二
輪
）

問
合
せ
・
手
続
き
先
　
熊
本
運
輸

支
局
☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２

０
８
６

　
広
報
う
と
1
月
号
で
、二
輪
車
・

小
型
特
殊
自
動
車
等
の
税
額
改
正

に
つ
い
て
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
等
を
廃
車

し
た
ら
手
続
き
が
必
要
で
す

が
、
平
成
27
年
度
税
制
改
正
大
綱

（
平
成
27
年
1
月
14
日
閣
議
決
定
）

で
は
、
税
率
改
正
の
適
用
を
1
年

間
延
長
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
適

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
税
務
課
課
税
係
☎
㉒

１
１
１
１
（
内
線
２
５
１
１
）
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くらし

　
平
成
27
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
加
入
受
付
が
3
月
か
ら
開

始
！
万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に

備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動

を
行
う
5
人
以
上
の
団
体
で
加
入

で
き
ま
す
。
加
入
団
体
で
の
活
動

中
や
団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事

故
を
補
償
し
ま
す
。
傷
害
保
険
・

賠
償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費

用
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
保
険

で
す
。
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
が
年
額
８
０
０
円
～
、
高
校

生
以
上
の
大
人
は
活
動
内
容
に

よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

熊
本
県
支
部
☎
０
９
６（
２
１
３
）

９
０
１
５

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
！

　
宇
土
半
島
に
は
、
特
定
外
来
生

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ワ
ン

リ
ス
が
生
息
し
て
お
り
、
ミ
カ
ン

や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
農
作
物
の
食
害
、

樹
木
の
剥
皮
、
電
話
線
を
か
じ
る

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
捕
獲
専
門
員
の
雇
用
や

猟
友
会
や
住
民
の
協
力
に
よ
っ
て
、

根
絶
の
た
め
の
捕
獲
活
動
を
進
め

て
お
り
、
生
息
数
の
減
少
が
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
タ
イ
ワ
ン
リ
ス
は
繁

殖
力
が
強
く
、
根
絶
す
る
た
め
に

は
、
今
後
も
捕
獲
活
動
を
継
続
す

る
必
要
が
あ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
目
撃
や
被
害
の
情
報
が
一

層
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
タ
イ
ワ
ン
リ
ス
の
捕
獲
活
動
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と

タ
イ
ワ
ン
リ
ス
を
捕
獲
し
て

い
ま
す

目
撃
情
報
を
お
願
い
し
ま
す

と
も
に
、
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
宇
土
半
島
に
お
け
る

タ
イ
ワ
ン
リ
ス
防
除
等
連
絡
協
議

会
　
宇
城
地
域
振
興
局
林
務
課
☎

㉜
０
６
２
８
、
農
林
水
産
課
林
務

水
産
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２

３
１
５
）

住所異動は余裕をもって忘れずに

　正当な理由がないのに届出をしなかった（遅れた）場合は5万円以下の過料の対象になります。

　委任状を持参した代理人でも手続きができます。また、届出の際には届出人の本人確認を行いますので、顔写真付
き住民基本台帳カード・運転免許証・旅券（パスポート）・健康保険証等（顔写真付きでない場合は、健康保険証・年
金手帳など複数）をお持ちください。
　なお、３月中旬から4月上旬は、春の引越しシーズンで住所異動の手続きのため、来庁者が増え市民課窓口は毎年混
雑します。業務の迅速化に努めていますが、手続きに時間がかかる場合がありますので、時間に余裕をもって手続き
をお願いします。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

届出の種類 例 届出に必要なもの

転入届
【届出期限】
異動した日（新しい住所に住み始めた
日）から14日以内

他の市区町村→宇土市

◎転出証明書
　（前住所地で発行された証明書）
◎届出人の本人確認ができるもの
　（運転免許証・健康保険証等）
◎別世帯の人が提出する際は委任状
◎印鑑（届出人が本人の場合は不要）

転出届
【届出期限】
転出する日までにあらかじめ届け出る

宇土市→他の市町村

◎届出人の本人確認ができるもの
　（運転免許証・健康保険証等）
◎別世帯の人が提出する際は委任状
◎印鑑（届出人が本人の場合は不要）

転居届
【届出期限】
異動した日（新しい住所に住み始めた
日）から14日以内

宇土市浦田町○○番地
↓

宇土市入地町○○番地

◎届出人の本人確認ができるもの
　（運転免許証・健康保険証等）
◎別世帯の人が提出する際は委任状
◎世帯の一部の人が転居する場合は、本人から
の委任状

◎印鑑（届出人が本人の場合は不要）
問合せ先　市民課市民係☎㉒1111（内線2161・2162・2165）

タイワンリス
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くらし
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

申
請
を
4
月
1
日
（
水
）
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、

市
内
に
住
所
を
有
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
1
級
、
ま
た
は
療
育
手

帳
の
Ａ
1
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳

1
級
を
所
持
し
て
い
る
人
で
す
。

利
用
券
は
市
内
に
事
業
所
を
置
く

タ
ク
シ
ー
会
社
に
限
り
使
用
可
能

で
す
。

申
請
先
　
福
祉
課
窓
口

持
参
す
る
も
の
　
・
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
保

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
・
印
鑑

（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

問
合
せ
先
　
福
祉
課
福
祉
政
策
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
８
１
２
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申

請
を
4
月
1
日
か
ら
受
け
付

け
ま
す

　
現
在
、
休
日
や
夜
間
に
救
急
医

療
へ
の
受
診
が
増
え
、
緊
急
性
の

高
い
重
症
の
患
者
さ
ん
の
治
療
に

支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。
必
要

な
人
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
医
療
機
関
の
受
診

や
薬
局
で
の
薬
の
調
剤
の
と
き
に

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
の
皆
さ
ん

　医
療
機
関
の

適
正
受
診
を
お
願
い
し
ま
す

は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ

う
。

●
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、

軽
い
症
状
で
も
昼
間
の
診
療
時
間

内
に
受
診
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

休
日
や
夜
間
に
救
急
外
来
を
受
診

す
る
こ
と
は
、
重
症
の
患
者
さ
ん

へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
心
配

が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
医
師
の

負
担
が
増
え
、
医
療
費
も
割
増
料

金
で
高
く
な
り
ま
す
。

●
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
早

め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
は
、
医
療
費
を

増
や
す
だ
け
で
な
く
、
重
複
す
る

検
査
や
投
薬
に
よ
り
、
か
え
っ
て

体
に
悪
影
響
を
あ
た
え
て
し
ま
う

心
配
も
あ
り
ま
す
。
今
受
け
て
い

る
治
療
に
不
安
な
ど
が
あ
る
と
き

に
は
、
そ
の
こ
と
を
医
師
に
伝
え

て
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）
は
、
先
発
医
薬
品
と
同

等
の
効
能
・
効
果
を
持
ち
、
費

用
も
安
く
す
み
ま
す
。
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合

は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
医
療
機
関
や
薬
局
に

提
示
し
、
利
用
に
つ
い
て
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

●
薬
に
は
副
作
用
が
あ
り
ま
す
。

複
数
の
薬
を
使
用
す
る
場
合
は
、

飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
副
作
用
が

強
く
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お

薬
手
帳
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
既

に
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
医
師
や

薬
剤
師
に
伝
え
、
飲
み
合
わ
せ
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
薬

が
余
っ
て
い
る
場
合
は
、
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
　
保
険
課
国
保
年
金
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
１
６
３
）

　
定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
診
す

る
こ
と
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。
健

康
管
理
の
た
め
、
健
康
診
査
は
毎

年
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し

い
日
程
な
ど
は
、
33　
ペ
ー
ジ
掲
載

の
「
平
成
27　
年
度
複
合
健
診
を
実

施
し
ま
す
」
で
確
認
す
る
か
、
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
健
康
診
査
で
受
け
ら
れ
る
検
査

項
目
】

問
診
、
身
体
測
定
、
血
圧
、
血
中

脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
血
糖

検
査
、
尿
検
査
、
貧
血
検
査
な
ど

問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
健

康
づ
く
り
課
）
☎
㉒
２
３
０
０

後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
を
実

施
し
ま
す

●不確かな情報に左右されて行動したり、外見だけで人を判断したりしていませんか？
感染症について
Ｑ １　どんな課題がありますか？
・ＨＩＶ等の感染症をめぐる人権問題や感染症患者やその家族に対する差別や偏見
・病気に対する正しい知識の不足により、本人や家族に対する入園・入学や登園・登校の拒否、職場や医療現場
での差別、プライバシー侵害などの問題が起きている。また、これまで知られていなかった感染症の発生や国際
交流の活発化・迅速化等により、感染症対策の重要性が増している。
Ｑ ２　ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）感染症・ＡＩＤＳ (後天性免疫不全症候群 )とは
　ＨＩＶに感染すると、次第に身体の免疫力が低下する。そのためにさまざまな感染症や悪性腫瘍などにかかっ
てしまった状態になるのがＡＩＤＳ。治療法の発達により病気の進行を遅らせることが可能になり、感染後も変
わらずに社会生活を送る人が増えている。ＨＩＶは空気感染せず、感染経路も限られているため、学校や職場等
での日常的な接触では感染しない。
Ｑ ３　わたしたちにできることは？
　病気について正しく理解し、地域や社会で、ともに生きる仲間として接していきましょう。

感染症等をめぐる人権
シリーズ

私たちと人権─ 45─

（県人権センター啓発資料から一部抜粋）
問合せ先　生涯学習課生涯学習係☎㉒ 6510
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くらし
　
道
路
の
異
状
（
陥
没
や
側
溝
蓋

の
破
損
な
ど
）
が
見
ら
れ
た
と
き

は
、
土
木
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
　
土
木
課
管
理
建
設
係

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
４
１
３
）

道
路
の
安
全
確
保
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

道路の陥没側溝蓋の破損

固定資産税課税台帳の縦覧・閲覧ができます

　縦覧制度とは、納税者が自己の固定資産の評価額が適正かどうかを判断できるようにするため、他の土地や家屋
の価格と比較するための制度です。
　ただし、土地の納税者は家屋、家屋の納税者は土地の縦覧はできません。
縦覧期間　4 月 1 日（水）～ 6 月 ３0 日（火）（毎年 4 月 1 日から第 1 期納期限まで）※ただし、土日・祝日は除きます。
縦覧手数料　無料
縦覧内容

　閲覧制度とは、納税義務者が固定資産課税台帳のうち自己の資産について記載された部分を確認できる制度です。
市では、固定資産課税台帳（土地、家屋）の閲覧として、名寄帳を発行しています。
証明書発行手数料　３00 円

【縦覧・閲覧共通】
■場所　税務課課税係（市役所 1 階）

■対象者

■持参するもの
①窓口に来られた本人の身分確認ができるもの
　（住民基本台帳カード、公的機関発行の免許証、パスポート、納税通知書、保険証など）
②窓口に来る人の印鑑
③追加で持参するものが必要である人
　・代理人は委任状
　・借地借家人は、賃貸借契約書
　・法人の場合は、法人印押印の委任状
　・新所有者は、登記事項要約書や登記事項証明書など 

問合せ先　税務課課税係☎㉒ 1111（内線 2142・214３）

縦覧制度とは

閲覧制度とは

対象となる人 縦　覧 閲　覧
納税者（固定資産税が課せられる納税義務者） ○ ○
納税者でない納税義務者（1月1日現在固定資産所有者） × ○
納税者と同居の親族 ○ ○
納税者と別居の親族 × ×
納税者から委任された代理人（委任状持参の人） ○ ○
納税管理人・相続人 ○ ○
借地・借家人（有料で土地・家屋を借りている人） × ○
賦課期日 （1月1日）以降の新所有者 × ○

土地価格等縦覧帳簿 所在・地番・地目・地積・価格
家屋価格等縦覧帳簿 所在・家屋番号・種類・構造・床面積・価格

※納税義務者とは、賦課
期日（1 月 1 日）現在に
おいて固定資産課税台
帳に固定資産（土地・
家屋）の所有者として
登録されている人をい
います。

※免税点未満等で納税額
が出ない人は、「納税義
務者」ですが「納税者」
ではありません。

平成 27・3  （18） 



くらし

　
広
報
1
月
号
に
掲
載
さ
れ
た

「
幼
児
期
の
こ
と
ば
」
の
中
で
、

話
し
こ
と
ば
は
子
ど
も
の
発
達
の

「
氷
山
の
一
角
」
と
述
べ
た
よ
う

に
、
身
体
全
体
の
発
達
や
安
定
し

た
日
常
生
活
の
中
で
の
共
感
、
豊

か
な
感
覚
や
運
動
の
経
験
な
ど
の

上
に
「
こ
と
ば
」
は
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
発
達
は
、
こ
と
ば

を
発
す
る
よ
う
に
な
る
前
の
「
乳

児
期
」
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
赤
ち
ゃ
ん
は
、

泣
い
て
不
快
を
知
ら
せ
、
そ
し
て

泣
き
止
む
こ
と
で
満
た
さ
れ
た
こ

と
を
知
ら
せ
ま
す
。
な
ぜ
泣
い
て

い
る
の
か
、
気
持
ち
を
汲
み
取
ろ

う
と
必
死
で
か
け
ら
れ
る
優
し
い

お
母
さ
ん
の
声
、
あ
た
た
か
い
手

の
感
触
や
心
地
よ
い
肌
の
ぬ
く
も

り
、
お
っ
ぱ
い
の
味
や
匂
い
、
そ

の
中
で
育
ま
れ
て
い
く
快
い
と
い

う
感
覚
の
共
有
や
視
線
の
共
有

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発

達
の
原
形
と
も
言
え
ま
す
。

　
生
後
間
も
な
い
時
期
の
赤
ち
ゃ

ん
の
目
は
、
お
母
さ
ん
の
お
っ
ぱ

い
を
飲
み
な
が
ら
見
る
お
母
さ
ん

の
顔
あ
た
り
の
距
離
が
見
え
や
す

い
よ
う
で
す
。
や
が
て
発
育
と
と

も
に
赤
ち
ゃ
ん
の
視
線
は
、
お
母

さ
ん
の
目
を
見
つ
め
る
こ
と
か
ら
、

お
母
さ
ん
が
視
線
を
移
し
た
先
に

あ
る
「
も
の
」
へ
と
移
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
を
「
視
線
の
共
有
」

と
い
い
、
お
母
さ
ん
、
赤
ち
ゃ

ん
、
二
人
が
見
た
「
も
の
」
と
い

う
三
者
の
関
係
を
「
三
項
関
係
」

と
言
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
お
母

さ
ん
を
介
し
て
新
た
な
「
も
の
」

へ
の
関
わ
り
を
広
げ
て
い
き
、
そ

し
て
、
お
母
さ
ん
を
基
地
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
冒
険
を
始
め
る
の
で

す
。

　「
も
の
」
は
い
ず
れ
「
こ
と
ば
」

で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。「
み
か
ん
食
べ
た

い
」
と
要
求
し
た
り
、「
み
か
ん

な
く
な
っ
た
よ
」
と
報
告
し
た

り
、「
み
か
ん
お
い
し
い
ね
」
と

感
想
を
述
べ
た
り
と
、
目
に
見
え

る
場
所
に
実
物
の
「
み
か
ん
」
が

な
く
て
も
、「
テ
ー
マ
（
話
題
）」

と
し
て
他
者
と
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
成
長
し
、
話
し
こ

と
ば
を
獲
得
す
る
頃
、
三
項
関
係

の
「
も
の
」
の
部
分
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
「
テ
ー
マ
」
と

な
っ
て
い
き
、「
テ
ー
マ
」
を
こ

と
ば
だ
け
で
十
分
に
表
せ
な
い
時

は
、
視
線
や
声
、
指
差
し
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

使
っ
て
、
聞
き
手
と
や
り
と
り
を

し
よ
う
と
し
ま
す
。
自
分
が
持
っ

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
を
総
動
員
し
て
相
手
に
伝
え
よ

う
と
す
る
、
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
意
欲
で
あ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。

逆
に
言
え
ば
、
ど
れ
だ
け
難
し
い

こ
と
ば
を
覚
え
て
発
し
た
と
し
て

も
、そ
こ
に
い
る
人
と「
テ
ー
マ
」

を
共
有
す
る
意
思
が
な
け
れ
ば
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
言
え

な
い
の
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
が
い

と
は
、
話
せ
な
い
障
が
い
の
み
を

表
す
の
で
は
な
く
、
こ
と
ば
は
話

せ
る
け
ど
他
者
と
「
テ
ー
マ
」
を

共
有
で
き
な
い
、
場
面
に
不
釣
り

合
い
な
こ
と
ば
を
発
し
て
し
ま
う
、

誰
に
話
し
か
け
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
も
含
ま

れ
ま
す
。

　
人
は
成
長
と
と
も
に
、
抽
象
的

で
区
切
り
の
分
か
り
に
く
い
文
章

を
使
う
よ
う
に
な
り
、
聞
き
手
は

「
テ
ー
マ
」
を
探
っ
た
り
、
タ
イ

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発
達
」

ミ
ン
グ
よ
く
「
テ
ー
マ
」
を
変
え
、

話
し
手
に
な
っ
た
り
す
る
高
度
な

技
術
が
、
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
必
要
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ

て
、
大
人
が
良
き
手
本
を
示
す
こ

と
が
、
子
ど
も
の
よ
り
良
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発
達

を
導
く
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

シリーズ「発達に違いのある子どもたち」
　市では、「障がいのある人、ない人にかかわらず　だれもがいきいきと安心して暮らせるまちづくり」を基本理念と
してさまざまな施策に取り組んでいます。
　今回も、市内で子どもの発達支援に取り組まれているNPO法人「まいすてっぷ」から、発達に違いのある子どもた
ちについて市民の皆さんに正しく理解いただくために、文章を寄稿していただきました。

もの

〈参考文献〉
子どもとことば／岡本夏木　著　岩波新書
ＮＰＯ法人こころ・コミュニケーションの発達支援　まいすてっぷより発信　cocomy.jpで検索

「三項関係の変化」

テーマ

お母さん 話し手
聞き手

話し手
聞き手

赤ちゃん

問合せ先　福祉課福祉政策係☎㉒ 1111（内線 2809）

（19）   平成 27・3



くらし

大気汚染（PM2.5）の注意喚起情報
　今月の環境シリーズでは、「PM2.5（微小粒子状物質）」について県・市での対応を紹介します。
○測定値の公開
　県のホームページでは、県内の観測所で測定された値を1時間ごとに公開しています。市にも運動公園に観測所が
設置されており、速報値を知ることができます。

県ホームページ「ＰＭ2.5（微小粒子状物質）に係るお知らせについて」
http://taiki.pref.kumamoto.jp/kumamoto-taiki/index.htm

  ○注意喚起の周知
【県の周知方法】　県では次の場合に注意喚起を行います。
（1）午前5時、6時、7時の1時間値の３時間平均値が2局以上で85マイクログラム
　　  ／立方メートルを超過した場合
（2）   午前6時から午後7時までの間で、各時間帯における午前1時からの平均値が
　　 １局でも70マイクログラム／立方メートルを超過した場合
　また、県内全域を、4つに区分（県北、県央、県南、天草地域）して注意喚
起を行います。宇土市は県央エリア（測定局：熊本市6局、益城町1局、宇土市1局、
甲佐町1局）になります。

注意喚起は、熊本県大気環境情報メールで周知します。

○注意喚起時の行動
　注意喚起がされた場合は、次のような行動をとってください。
　①不要不急の外出を控える。
　②屋外での長時間の激しい運動をできるだけ減らす。
　③換気や窓の開閉を必要最小限にする。
　④呼吸器や循環器に持病のある人、子どもや高齢者はより慎重な行動をする。
○お知らせメール登録方法

【熊本県大気環境情報メール】  sky＠12３12３.tvに空メールを送信すると、登録申込みフォームのURLをお送りします。登録
  申込フォームから手続きを行ってください。
【宇土市お知らせメール】  uto-oshirase@dazz-ix.jpに空メールを送信すると、登録申込みフォームのURLをお送りしま 
  す。登録申込フォームから手続きを行ってください。
問合せ先　県環境保全課大気・化学物質班☎ 096（３３３）2269、環境交通課環境交通係☎㉒ 1111（内線 2821）

環境 シリーズ Vol.12

宇土清掃センター日曜特別受入れをします！
　引っ越し等の多い時期のため、引っ越しなどで出たごみの特別受入れを実施します。この機会に不用品や多量ごみ
の処分をお願いします。
日時　３月29日（日）午前8時３0分～午後4時
持込み先
　燃えるごみ→宇土清掃センター（松山町３３86　☎㉒３541）
　燃えないごみ→緒方清掃宇土リサイクルセンター（新開町1895-３2　☎㉓2518）
　※燃えるごみと燃えないごみを分別して持込みを行ってください。
問合せ先　環境交通課環境交通係☎㉒1111（内線2821）

【重要なお知らせ】廃プラスチックごみの収集日が
4月から週1回（水曜日）になります！

　廃プラスチック収集日変更（4月～）
毎週水曜日・土曜日　　　　　毎週水曜日

　（※土曜日の収集はなくなります）

　現在、週2回（毎週水曜日・土曜日）行っている
廃プラスチックごみ収集は、収集の効率化を図る
ために4月から週1回（毎週水曜日）に変更します。

【市の周知方法】
　市では、宇土運動公園測定局で注意喚起の基準を超過した場合に宇土市お知らせメールや防災無線により注
意喚起を行います。

平成 27・3  （20） 



募集・催し

募
集
・
催
し

募
集
・
催
し

　
市
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
6

月
に
市
の
花
で
あ
る
「
あ
じ
さ

い
」
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
、《
鉢
植
え
の

部
》《
ス
ポ
ッ
ト
の
部
》
で
行
い
、

個
人
ま
た
は
団
体
で
か
つ
市
内
在

住
の
人
と
市
内
の
団
体
（
会
社
等

も
含
む
）
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
お
地
蔵
さ

ん
と
の
コ
ラ
ボ
を
行
い
ま
す
。
鉢

植
え
の
展
示
会
場
で
は
、
あ
じ
さ

い
と
共
に
数
十
体
の
お
地
蔵
さ
ん

を
置
き
、
よ
り
美
し
い
展
示
会
場

を
設
置
し
ま
す
。
お
地
蔵
さ
ん
の

作
成
実
演
や
あ
じ
さ
い
の
さ
し
芽

の
無
料
配
布
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

申
込
期
間
　

4
月
1
日
（
水
）
～

4
月
30
日
（
木
）

《
鉢
植
え
の
部
》

〇
個
人（
世
帯
単
位
）と
団
体
と
も

　
に
、
出
品
数
は
原
則
2
点（
鉢
） 

ま
で
と
し
ま
す
。

〇
コ
ン
テ
ス
ト
会
場
ま
で
の
持
参

　
・
撤
収
が
可
能
な
人
を
対
象
と

し
ま
す
。

あ
じ
さ
い
コ
ン
テ
ス
ト

in
船
場
橋
お
地
蔵
さ
ん
横
丁

〇
展
示
場
所
（
船
場
橋
お
地
蔵
さ

ん
横
丁
）

〇
賞
（
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
）

〇
期
間
は
6
月
中
の
1
週
間
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

《
ス
ポ
ッ
ト
の
部
》

〇
地
植
え
や
鉢
植
え
で
、
原
則
と

し
て
15
株（
鉢
）程
度
以
上
ま
と

ま
っ
て
い
る
場
合
を
対
象
と
し

ま
す
。
一
例
と
し
て
、
自
宅
の

庭
の
地
植
え
や
鉢
植
え
、
公
園
、

空
き
地
・
道
路
沿
い
等
の
地
植

え
や
鉢
植
え
と
し
ま
す
（
団
体

ま
た
は
個
人
が
維
持
管
理
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
限
り
ま
す
）。

〇
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
応
募
さ
れ
た

場
合
は
、「
あ
じ
さ
い
」
の
見

頃
期
間
、
一
般
者
の
見
学
が
可

能
な
と
こ
ろ
に
限
り
ま
す
。
ま

た
、
市
内
外
へ
「
あ
じ
さ
い
ス

ポ
ッ
ト
」
と
し
て
幅
広
く
周
知

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
賞
（
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
）

《
お
地
蔵
さ
ん
作
成
実
演
・
あ
じ

さ
い
さ
し
芽
無
料
配
布
予
定
》

○
6
月
中
の
土
日
両
日
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

○
さ
し
芽
の
無
料
配
布
は
数
量
限

定
と
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
今
後
の
広
報
う
と
に

掲
載
し
ま
す
の
で
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
商
工
観
光

課
商
工
観
光
係
☎
㉒
１
１
１
１

「第 19 回うと花園桜まつり」
を開催します

　立岡自然公園は、県下有数の桜の名所として知られており、
立岡池と花園池周辺を中心に約2,000本の桜が咲き誇ります。
　その立岡自然公園でそがまみこ＆DOYO組のコンサートをは
じめ、サンバダンスやちびっこ太鼓など盛りだくさんの楽しい
イベントを行います。
　また、会場内では子どもに人気のフアフア
遊具や物産品の販売も行いますので、皆さん
ぜひお越しください。
日時　３月29日（日）午前10時～午後4時
場所　市スポーツセンター駐車場（立岡自然公園内）
※雨天時は、市スポーツセンター体育館で開催します。
主催　市観光物産協会
共催　宇土市
後援　市商工会
問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒1111（内線2209）

（
内
線
２
３
２
６
）

日
時
　

3
月
21
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
3
時

場
所
　
市
民
体
育
館
・
運
動
公
園

全
施
設

市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
し

て
い
く
た
め
に
、
被
保
険
者
代
表

と
し
て
1
人
募
集
し
ま
す
。

任
期
　

2
年
間
（
平
成
27
年
4
月

～
平
成
29
年
3
月
）

応
募
資
格
　
宇
土
市
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
で
あ
る
20
歳
以
上

の
人
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議

員
で
な
い
人
②
常
勤
の
国
家
公
務

員
・
地
方
公
務
員
で
な
い
人
③
市

の
附
属
機
関
等
の
公
募
に
よ
る
委

員
で
な
い
人
④
平
日
、
年
2
回
程

度
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

人
⑤
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が

な
い
人

応
募
方
法
　
委
員
応
募
申
込
書 

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
保
険
課
に
請
求
） 

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
適
切

な
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
８
０
０
字
程
度

の
作
文
を
添
え
て
、
持
参
ま
た
は

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
応
募
書
類
は
返
還
し
ま
せ
ん
。

募
集
期
間
　

3
月
16
日
（
月
）
～

宇
土
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

3
月
27
日
（
金
）
※
当
日
必
着
。

委
員
報
酬
　
日
額
5
1
0
0
円

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
保
険
課
国

保
年
金
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

2
1
6
4
）
〒
8
6
9

−

0
4
9
2

浦
田
町
51

内
容
　
①
う
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

各
教
室
の
無
料
体
験
　
②
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ジ
ム
を
午
後
3
時
ま
で
無

料
開
放
　
③
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
体

験
教
室
（
有
料
）
※
要
予
約

主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
と
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ

注
意
事
項
　
運
動
の
で
き
る
服
装

（
体
育
館
内
は
上
履
き
）
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
日
程
・
体
験
種
目
は
市

民
体
育
館
の
広
報
や
チ
ラ
シ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
と
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
㉓
３
４
９
３
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募集・催し
　
マ
ル
メ
ロ
は
、
江
戸
時
代
に
熊

本
藩
献
上
用
の
銘
菓
「
加
世
以
多

(

か
せ
い
た
）」の
原
料
に
使
わ
れ
、

走
潟
で
数
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
、
走
潟
地
区
で
は
、

そ
の
歴
史
あ
る
果
実
マ
ル
メ
ロ
栽

培
の
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

淡
い
ピ
ン
ク
色
の
可
憐
な
花
が
満

開
に
な
る
こ
の
時
期
、「
マ
ル
メ

ロ
お
花
見
散
策
」
を
実
施
し
ま
す
。

散
策
後
は
、
走
潟
の
産
物
を
使
っ

た
昼
食
と
「
か
せ
い
た
」
の
試
食

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

日
時
　

4
月
19
日
（
日
）
午
前
9

時
　
走
潟
公
民
館
集
合

※
小
雨
決
行
。
当
日
は
、
動
き
や

す
い
服
装
、
飲
料
持
参
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
　
走
潟
公
民
館
発
→
次
郎

兵
衛
橋
→
平
成
大
橋
→
太
郎
兵
衛

橋
→
走
潟
小
学
校
→
走
潟
公
民
館

着
（
走
潟
南
半
周
約
５.

３
㎞
を

2
時
間
程
度
で
散
策
）

参
加
費
　
５
０
０
円（
当
日
徴
収
）

※
事
前
申
込
必
要
。
先
着
30
人
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
走
潟
公
民

館
☎
㉓
２
８
７
７
、
文
化
課
文
化

係
☎
㉓
０
１
５
６

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
に

対
し
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
る
た
め
、

市
遺
族
会
と
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
共
催
に
よ
る
市
戦
没
者
合
同
慰

霊
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　

4
月
25
日
（
土
）
午
前
10

時
～

場
所
　
市
武
道
館

問
合
せ
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
㉓
３
７
５
６

マ
ル
メ
ロ
お
花
見
散
策

　
　
　
　
　参
加
者
募
集
！

市
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
を
開

催
し
ま
す

江戸時代の絵図（線内にマルメロの記載）昨年 4月に走潟公民館に
咲いたマルメロの花

温故知新　〜うと学だより〜
第9回　　6千年の時を越えて　轟貝塚発掘最前線 

　今から約1万6千年～2千5百年前と言われる「縄文時代」。
多くの謎に包まれたこの時代の暮らしについて、食べた後
の貝殻等を捨てた場所として知られる「貝塚」が多くのこ
とを教えてくれます。市には、九州でも特に有名な貝塚で
ある「轟貝塚（宮庄町）」や「曽畑貝塚（岩古曽町）」があ
り、遺跡の名前を冠した「轟式土器」「曽畑式土器」と共
に広く知られています。
　轟貝塚　約50年ぶりの発掘調査
　現在、市教育委員会が轟貝塚を発掘調査しています。貝
塚中心部の調査は、昭和41（1966）年に慶応大学を中心と
した調査団が行って以来、実に49年ぶりになります。技術
的な制約もあり、古い調査では解き明かし得なかった貝塚
の実年代や周辺の環境など、新事実の発見が期待されます。
　発掘調査からわかるもの　―食生活―
　多くの貝殻が積もった貝塚を見て、縄文人は貝ばかり食
べていたと思う人も居るでしょう。しかし、貝塚を丁寧に
調べると、他にもたくさんの食材があったことがわかりま
す。まず、よく見つかるのがシカやイノシシをはじめとし
た獣の骨です。これらは縄文人が狩りをし、肉を食べた証
です。また、丁寧に探せばスズキ・クロダイ・イワシなど
の魚骨も見つかります。珍しいものでは、今回の調査でウ
ミガメの骨も見つかっています。
　このように、縄文人は貝の他にも陸・海から多くの食材
を獲っていたことがわかりますが、もうひとつ忘れてはな
らないのが、いわゆるドングリなどの植物性の食物です。
貝や骨と違って直接の痕跡はほとんど残りませんが、硬い
木の実をすりつぶした道具である磨石（すりいし）や石皿
が多く見つかっています。轟貝塚のすぐ隣にある西岡台貝
塚では、実際に地下水に浸して保存されたドングリが発見
されていることも注目されます。
　縄文時代のバーベキュー？　―集石遺構―
　今回の調査で注目すべき発見として、石を集めて火を焚

き、石の保温効果で料理などをした跡と考えられる「集石
遺構」の発見があります。大事なのはそれが見つかった地
層で、およそ4千年前とみられる貝層の下、つまりそれよ
り古い時代の層から見つかったことです。今日有名な「轟
式土器」は約6千年前の土器とされますが、それを使った
人々の生活の痕跡が直接見つかったのならば、轟貝塚で初
めての発見です。正確な年代は現在調査中ですが、年代の
一致に期待が高まります。

問合せ先　文化課文化係☎㉓0156

発掘調査の様子

発見された「集石」ほとんどの石に焼けた痕跡があります
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募集・催し

自主講座（in 就業改善センター）受講生募集

着物着付講座
毎週火曜　午後7時～午後8時30分

　浴衣からおしゃれ着、礼装まで自分に合った着付
を学ぶことができます。初心者大歓迎です。今年の
夏は自分で浴衣を着て出かけてみませんか？（月３回
開講）
受講料　３,000円／月
定　員　10人程度
講　師　永田千鶴子
場　所　市就業改善センター 2階和室
問合せ先　野村☎090（57３4）985３

華道講座
毎週木曜　午後6時30分～午後8時30分

　伝統的ないけばなからモダンなアレンジまで自由
で多彩な表現方法を学ぶことができます。お花は心
が癒されますよ！
受講料　2,000円／月（教材費別）
定　員　20人程度
講　師　森上敬子
場　所　市就業改善センター 2階会議室
問合せ先　森上☎㉓1661

茶道講座
毎週水曜　午後6時～午後8時30分

　お点前をたのしみながら常識やマナーが身につく
茶道。いっしょに学んでみませんか。
　男性の参加もお待ちしています！
受講料　4,000円／月（月３回程度）
定　員　15人程度
講　師　草留敏子　　
場　所　市就業改善センター 2階和室
問合せ先　川本☎090（498３）３３10

ボディメイク講座
毎週水曜　午後7時30分～午後8時30分

　身体の不調は姿勢で変わります。肩こり、腰痛な
ど身体の不調とストレス軽減にカラダを動かして改善
します。ヨガ（1・３週目）、ピラティス（2週目）、バラ
ンスボール（4週目）。
受講料　３,000円／月
定　員　３0人程度
講　師　田中裕子　
場　所　市就業改善センター ３階体育室　
問合せ先　田中☎090（4３51）7３22

　この春何かはじめてみませんか！
　受講資格は老若男女問いませんので、興味のある人は各講座の代表者に問い合せください。

　　　　　　　　　　　　　公共工事等入札結果の公表    （単位：円）

入札
月日 件　　　　　名 予定価格（税込）落札金額（税込） 落札業者 指名

業者数 工　　　期

1.13 高柳・境目線舗装工事 16,865,280 16,358,760 ㈱光栄工業　宇土営業所 8 27.1.22〜27.3.20

1.26

宇土市街地通学路整備工事その3 3,300,480 3,164,400 ㈲西村建設 7 27.2.4〜27.3.17
境目団地配水管改良工事 3,099,600 2,944,080 ㈲上田電気工業 9 27.2.4〜27.3.25
網津防災センター・網津支所設計業務委託 29,711,880 11,988,000 ㈱綜企画設計　熊本支店 15 27.1.28〜28.1.29
網津防災センター・網津支所建設事業に伴う地質調査業務委託 5,835,240 5,454,000 ㈱双葉工務店　宇土支店 9 27.1.28〜27.5.15

1.29 石橋公民館用地法面復旧工事 1,110,240 1,076,760 ㈱渡邉建設 6 27.2.2〜27.3.27
条件付一般競争入札
入札
月日 件　　　　　名 予定価格（税込）落札金額（税込） 落札業者 参加

業者数 工　　　期

1.27
平成26年度 宇土終末処理場1次消化槽更新機械設備工事（その1） 89,832,240 89,640,000 ㈱西原環境九州支店 2 27.2.12〜28.2.29
平成26年度 宇土終末処理場1次消化槽更新電気設備工事（その1） 66,899,520 63,072,000 シンフォニアテクノロジー㈱　九州支店 3 27.2.12〜28.2.29

　予定価格（建設工事のみ）や入札の経緯などは、財政課で閲覧することができます。
　問合せ先　財政課契約管財係☎㉒ 1111（内線 2232）

列車到着時の参加者

～
焼
き
物
の
里
を
訪
ね
、
御
輿
来

海
岸
を
楽
し
む
～

　
今
年
で
15
回
目
と
な
る
「
J
R

九
州
春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
、

網
田
駅
を
発
着
点
と
し
て
4
月
18

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
の
ど
か
な
田
園
風
景
と
雄
大
な

有
明
海
の
景
観
を
満
喫
し
、
途
中

に
は
網
田
の
窯
元
巡
り
や
御
輿
来

海
岸
の
絶
景
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
コ
ー
ス（
約
10
キ
ロ
）に
な
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

期
日
　

4
月
18
日
（
土
）

問
合
せ
先
　

J
R
九
州
熊
本
駅
☎

０
９
６
（
３
５
２
）
０
２
１
２

J
R
九
州
春
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
I
N
網
田

　開
催

（23）   平成 27・3



募集・催し

いっしょに学びましょう！　「自主講座」参加者募集中
　生きがいづくり、仲間づくり、健康づくりなどを目的に、いろいろな講座が中央公民館で自主的に活動
されています。興味のある講座を見つけて参加してみませんか。問い合せは各講座の代表者まで。

蘇山流吟詠教室 募集人員　若干名
　吟詠は楽しく声を出す「健康法」です。日本の伝
統文化の一つでもある「吟詠教室」に気軽に参加し
てみませんか。
代表者　堀川　栄　　　連絡先　☎㉓ 1685　

講座日　定期　毎週日曜日
時　間　午後1時〜午後4時
場　所　中央公民館会議室
講座代　月　1,500円

宇土喜多会 募集人員　若干名
　日本語の自然な発声や話術を洗練させると、能の
謡になります。おなかの底から声を出し、引用され
た和歌や物語など背景の文学を鑑賞しましょう。
代表者　高田　陽子　　連絡先　☎㉓ 5301

講座日　定期　毎週木曜日
時　間　午後1時〜午後2時30分
場　所　中央公民館会議室
講座代　月　1,000円

東京木目込人形 募集人員　5人ほど
　日本の伝統文化に触れてみませんか。気品ある美
しさについつい時間を忘れ、楽しい時を過ごすこと
ができます。初心者の方でも大丈夫です。
代表者　志垣　嘉惠子　連絡先　☎㉓ 1582

講座日　定期　第1・3月曜日
時　間　午後1時30分〜午後3時30分
場　所　中央公民館会議室
講座代　月　2,000円

宇土木犀句会 募集人員　若干名

　高齢になっても心身若々しく、友人と楽しく過ご
せる時間を大事にしたいと思います。そのために合
同句会や吟行・発表会等も行います。
代表者　吉田　恒子　　連絡先　☎㉒ 1178

講座日　定期　第1・3水曜日
時　間　第1水曜日午前10時〜正午
　　　　第3水曜日午後1時30分〜午後3時30分
場　所　第1水曜日　中央公民館
　      　第3水曜日　市民会館
講座代　月　1,000円

全日本居合道連盟　熊本宏信会 募集人員　5人ほど
　日本古来の居合道を通じて武士道の精神が体験
できます。あなたもやってみませんか！！経験・年齢・
性別を問いません。有段者を目指したり、同窓会や
慰労会で演武を披露したり、個人の目標に応じて基
本から指導します。激しい運動量ではありません。
代表者　射場　俊宏　　連絡先　☎㉓ 6959

講座日　定期　第2・3・4土曜日
時　間　午後6時〜午後8時
場　所　中央公民館分館
講座代　月　1,000円（会場使用料）

太極柔力球 募集人員　若干名
①激しい運動は嫌い、でも、大量の汗をかきたい。
②止められぬ老化現象を遅らせて、綺麗に格好よく
年をとりたい。
　1991 年に中国で生まれた新感覚のスポーツで老
若男女を問いません！！国内でも数少ない演舞・競
技、両分野の指導を行っています。
代表者　浦上　千英子　　連絡先　☎㉒ 1383

講座日　定期　第3月曜日
時　間　午後7時30分〜午後9時30分
場　所　中央公民館分館
講座代　700円/回
　　　　初回は体験として300円/回

宇土社交ダンス愛好会　上級 募集人員　若干名
　久多見先生のご指導で、皆さん和気あいあい楽し
く踊ってます。今、ワルツとタンゴメドレーを習っ
ています。どうぞよろしくお願いします。
代表者　松田　孝子　　連絡先　☎㉘ 7343

講座日　定期　第1・2・3・4金曜日
時　間　午後1時30分〜午後3時30分
場　所　中央公民館分館
講座代　月　2,000円

　
今
年
も「
う
き
・
宇
城
エ
コ
フ
ェ

ス
タ
」
開
催
し
ま
す
。
ご
み
の
減

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
等
へ
の
理
解
を

深
め
、
環
境
に
つ
い
て
楽
し
み
な

が
ら
身
近
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
豪
華
景
品

が
あ
る
抽
選
会
や
焼
却
運
転
の
様

子
の
見
学
な
ど
楽
し
い
企
画
い
っ

ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

3
月
22
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
2
時

場
所
　
宇
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
宇
城
市
松
橋
町
）

イ
ベ
ン
ト
　
子
ど
も
太
鼓
・
環
境

作
品
表
彰
式
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
環
境
啓
発
ブ
ー
ス
・
エ
コ
体

験
学
習
（
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
）・
リ
ユ
ー
ス
品
抽
選
会
（
先

着
１
０
０
０
人
）・
軽
食
コ
ー
ナ
ー

な
ど

同
時
開
催
　
環
境
講
演
会
「
地
球

温
暖
化
と
ご
み
処
理
」

※
進
行
状
況
や
天
候
等
で
、
内
容

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
宇
城
広
域
連
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
宇
城
広
域
連
合
環
境

衛
生
課
☎
㉜
４
1
５
３

う
き
・
宇
城
エ
コ
フ
ェ
ス

タ
2
0
1
5
開
催
！！

平成 27・3  （24） 



募集・催し
　
宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ま
た
、
後

継
者
の
育
成
を
目
指
し
て
「
太
鼓

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生

以
上
で
あ
れ
ば
年
齢
を
問
わ
ず
参

加
で
き
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓
迎

で
す
。
和
太
鼓
に
興
味
の
あ
る
人
、

挑
戦
し
て
み
た
い
人
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間
　

4
月
7
日
～
7
月
28
日
の

毎
週
火
曜
日
（
全
16
回
）

時
間
　
午
後
7
時
～
午
後
8
時
15

分場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
舞
台

指
導
者
　
宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓
保

存
会
青
年
部
（
宇
土
天
響
太
鼓
）

内
容
　
バ
チ
の
握
り
方
、
構
え
方

な
ど
基
本
的
な
こ
と
か
ら
、
課
題

曲
の
完
成
ま
で
指
導
し
ま
す
。
ま

た
、そ
の
成
果
を
8
月
1
日
（
土)

に
開
催
予
定
の
大
太
鼓
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
披
露
し
ま
す
。

参
加
条
件
　
市
内
在
住
、
も
し
く

は
市
内
に
通
勤
通
学
し
て
い
る
人

（
小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
）

受
講
料
　
１
5
０
０
円

定
員
　
35
人

申
込
方
法
　

3　
月
23　
日（
月
）ま
で

平
成
27
年
度
「
太
鼓
教
室
」

受
講
生
募
集
！

に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
（
土

日
祝
日
除
く
）。
な
お
、
申
込
み

が
多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

小
学
5
年
生
以
上
で
太
鼓
教
室
受

講
経
験
者
の
人
は
、
青
年
部
へ
の

入
部
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
　
太
鼓
、
バ
チ
は
主
催
者

で
準
備
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
文
化
課
文

化
係
☎
㉓
０
１
５
６

昨年の様子

市営駐車場

　
市
で
は
、
通
勤
・
通
学
者
を
対

象
と
し
て
宇
土
駅
東
口
に
パ
ー
ク

＆
ラ
イ
ド
（
車
を
途
中
駐
車
し
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
目
的

地
に
行
く
こ
と
）
の
た
め
の
市
営

市
営
宇
土
駅
東
口
駐
車
場
の

利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

駐
車
場
（
30
台
）
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
国
道
3
号
線
側
か
ら
の
利
用
は
、

大
変
便
利
で
す
。

利
用
料
金
（
月
額
）

①
市
内
在
住
で
鉄
道
・
バ
ス
利
用

の
人
は
４
０
０
０
円
。

②
市
外
か
ら
市
内
に
鉄
道
・
バ
ス

で
通
勤
す
る
人
は
４
０
０
０
円
。

③
そ
れ
以
外
の
人
は
６
０
０
０
円
。

　
同
一
世
帯
の
家
族
の
人
に
も
共

同
利
用
が
出
来
る
ほ
か
、
転
入
後

1
年
以
内
の
人
は
、
使
用
料
の
免

除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宇土駅

至熊本市

至松橋

至松橋

至三角

市営駐車場

←
高
架
下
通
路
→

九
州
新
幹
線

宇
土
駅

東口
広場

新松原交差点

付近見取図

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
都
市
整
備

課
地
域
整
備
係
☎
㉒
１
１
１
１

（
内
線
２
４
２
１
）

　
各
地
域
で
手
話
奉
仕
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
く
人
を
養
成
す

る
研
修
で
す
。
手
話
奉
仕
員
が
増

え
る
こ
と
は
地
域
の
聴
覚
障
が
い

者
の
福
祉
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

手
話
奉
仕
員
に
な
り
た
い
人
は
ぜ

ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

【
入
門
課
程
（
18
回
）】
4
月
9

日
～
8
月
6
日

【
基
礎
課
程
（
28
回
）】
9
月
10

日
～
3
月
31
日

時
間
　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
6
時

45
分
～
午
後
8
時
45
分

場
所
　
宇
城
市
中
央
公
民
館
（
松

橋
公
民
館
）

受
講
料
　
無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト

料
７
１
４
０
円
そ
の
他
資
材
等
で

実
費
負
担
あ
り
）

受
講
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
学
力
を
有
し
、
手
話
通
訳
活
動

を
目
指
す
人

※
手
話
通
訳
養
成
と
い
う
趣
旨
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

※
基
礎
課
程
受
講
者
は
、
入
門
課

平
成
27
年
度
手
話
奉
仕
員
養

成
研
修
を
開
催
し
ま
す

程
を
履
修
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

途
中
か
ら
い
き
な
り
基
礎
課
程
の

受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
　
会
場
で
テ
キ
ス
ト
料

を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
熊
本
聴
覚

障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
般

財
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協

会
☎
０
９
６
（
３
８
３
）
５
５
８

７　
経
済
的
な
事
情
で
お
困
り
の
人

の
た
め
に
、
生
活
保
護
に
関
す
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
面

接
相
談
と
電
話
相
談
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
好
き
な
方
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時
　

4
月
12
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
4
時

面
接
相
談
　
熊
本
県
司
法
書
士
会

館
2
階
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
4

丁
目
4
番
34
号
）

電
話
相
談
☎
０
１
２
０（
１
３
９
） 

８
0
０
　
☎
０
９
６（
３
６
４
）０

８
０
０

相
談
料
　
無
料
（
予
約
不
要
）

問
合
せ
先
　
司
法
書
士

髙
橋
愛
子
☎
０
９
６

（
３
８
１
）
８
７
７
７

生
活
保
護
相
談
会
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募集・催し

身 近 な 行 政 相 談
日時　3月25日（水）・4月8日（水）午前10時〜午後3時
場所　福祉センター 2階　役員室
相談員　行政相談委員
相談内容　国の行政機関等に対する意見、苦情など
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）

人 権 相 談
日時　3月20日（金)　午後1時〜午後4時　　
場所　網津地区公民館
相談員　人権擁護委員
相談内容　人権問題、家庭問題など

※上記以外にも月〜金曜日（祝日を除く）、
　法務局宇土支局で相談に応じています。

問合せ先　法務局宇土支局☎㉒0320
　　　　　　　　　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）

司法書士無料相談
日時　3月26日（木)　午後1時〜午後4時
　　　（受付時間は午後3時30分まで）
　　　※電話相談はできません。　
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
その他　午後1時から30分単位での電話予約となります。
　　　　受付順6人までとします。
問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒1111（内線2209）

消費生活センター
日時　月・火・水・金曜日（祝日の場合は休み）
　　　午前10時〜午後4時
場所　市役所別館1階　市消費生活センター
相談方法　来庁、または電話相談も可。
問合せ先　市消費生活センター☎㉒1111（内線2323）

秘密は厳守します 無料相談

電子マネーで支払わせるアダルト
サイトの請求にご注意ください

・指示された番号にチャージしたり、カード番号を伝える
と取り戻すのは困難になります。

・業者に連絡することで、個人情報が知られ、さらに請
求を受ける可能性もありますので、安易に連絡しない
ようにしましょう。

　　　　　　　　　　　独立行政法人国民生活センター
　　　　　　　　　　　見守り新鮮情報　第211号より

消費者トラブルにあったら・・あわないために・・
悪徳商法対策等の出前講座をします

・消費生活に関する学習会、講演会等へ講師派遣のお世
話をします。

　日程の調整上、開催予定のひと月前にご連絡ください。
・参加人数は15人以上から受け付ます。
　詳しくはお尋ねください。
問合せ先　商工観光課商工観光係☎㉒1111（内線2209）

　商品購入や契約時におけるトラブル等は一人で悩ま
ず、まずは市消費生活センターへご相談ください。
問合せ先　市消費生活センター☎㉒1111（内線2323）
　　　　　相談日：月・火・水・金曜日（祝日を除く）
　　　  　 午前10時～午後4時

消費生活センターだより

　
県
か
ら
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置
事

業
の
委
託
を
受
け
「
く
ま
も
と
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が

宇
城
・
宇
土
地
域
に
サ
テ
ラ
イ
ト

宇
城
・
宇
土
地
域
の
15
歳
～

39
歳
の
人
の
職
業
的
自
立
を

応
援
し
ま
す

を
設
置
し
ま
し
た（
3
月
末
ま
で
）。

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

は
？

　「
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
自
信

が
持
て
ず
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

で

：

不
安
、
人
間
関
係
の
つ
ま
ず

き
で
退
職
後
、
ブ
ラ
ン
ク
が
長
く

な
っ
て
し
ま
っ
た

：

」
な
ど
、
働

く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
15

歳
～
39
歳
ま
で
の
若
者
の
就
労
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　
宇
城
・
宇
土
サ
テ
ラ
イ
ト
で

は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
な
ど
に
よ
る
専
門
的
な
相
談
を

宇
城
・
宇
土
地
域
で
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
熊
本
市
に
あ

る
「
く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
就
活
、
学
習
の
無

料
講
座
な
ど
に
よ
る
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
、
協
力
企
業
へ
の
職
場
体

験
な
ど
に
よ
り
、
就
職
・
進
学
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
就
職
・
進
学
に
あ
と
一
歩
踏
み

出
せ
ず
に
い
る
人
、
ま
ず
は
電
話

で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
宇
城
サ
テ
ラ
イ
ト
☎

０
８
０
（
４
６
９
１
）
８
８
７
１
、

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
☎
　
０
９
６
（
３
６
５
）

０
１
１
７

　
専
門
相
談
員
2
人
が
職
業
相
談

や
職
業
紹
介
を
お
受
け
す
る
ほ
か
、

パ
ソ
コ
ン
端
末
で
の
求
人
検
索
も

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
宇
城
が
発
行
す
る
求
人
情
報
誌

な
ど
の
雇
用
情
報
や
職
業
に
関
す

る
制
度
の
案
内
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の

開
催
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
保
険
、
職
業
訓
練
の
手
続

き
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
（
相
談
の
み
は
可
）。

場
所
　
市
役
所
別
館
2
階
（
旧
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

時
間
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）

問
合
せ
先
　
市
地
域
職
業
相
談
室

☎
㉖
１
０
０
３

市
地
域
職
業
相
談
室
を
利
用

し
ま
せ
ん
か
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市民のひろば

市民の
ひろば

　
2
月
8
日
、
花
園
校
区
婦
人
会

会
員
や
同
地
区
嘱
託
会
会
員
、
花

園
小
の
児
童
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地

域
住
民
ら
約
６
０
０
人
が
立
岡
自

然
公
園
一
帯
の
清
掃
活
動
を
行
い

　
2
月
16
日
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
26
年
度
馬
門
石
等
活
用
講
座

「
お
地
蔵
さ
ん
制
作
講
座
」
第
3

期
の
最
終
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
9
人
が
参
加
し
、
四

角
い
馬
門
石
を
削
り
お
地
蔵
さ
ん

を
作
成
し
ま
し
た
。参
加
者
は「
何

度
作
っ
て
も
難
し
い
が
、
お
地
蔵

さ
ん
の
形
に
な
っ
て
い
く
と
嬉
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
難
病
の
患
者
さ
ん
・
家
族
の
皆

　
2
月
22
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
「
宇
土
太
鼓
祭
～
太
鼓
で
あ

そ
ぶ
　
太
鼓
で
唄
う
～
」
が
開
催

　
今
年
も
鶴
城
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

記
念
す
べ
き
40
回
目
の
定
期
演
奏

会
に
、
賛
助
出
演
と
し
て
市
民
吹

奏
楽
団
を
お
迎
え
し
ま
す
。
司
会

は
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
中
華
首
藤
さ
ん
で
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

曲
か
ら
「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」
ま
で

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

曲
を
沢
山
演
奏
し
ま
す
。
部
員
一

同
心
を
一
つ
に
し
、
定
期
演
奏
会

に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

3
月
29
日
（
日
）　
午
後

１
時
30
分
開
場
　
午
後
2
時
開
演

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
先
　
鶴
城
中
学
校
吹
奏
楽

立
岡
自
然
公
園
を
清
掃

お
地
蔵
さ
ん
制
作
講
座

２
０
１
５
い
の
ち
の
絆
展

婚
活
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

宇
土
太
鼓
祭
を開

催
し
ま
し
た

第
40
回
鶴
城
中
学
校
吹
奏
楽

部
定
期
演
奏
会

きれいになりました

真剣です

演奏を披露する「鼓童」の藤本さん・山口さん

　
結
婚
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
利

用
に
関
し
て
登
録
料
・
相
談
料
・

お
見
合
い
料
等
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

初
婚
・
再
婚
は
問
い
ま
せ
ん
。
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
た
め
に
は
会

員
登
録
が
必
要
で
す
。
会
員
登
録

の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

準
備
す
る
も
の
　
履
歴
書
サ
イ
ズ

の
写
真
3
枚
、
印
鑑
、
本
人
確
認

書
類
の
コ
ピ
ー（
運
転
免
許
証
等
）

男
性
の
登
録
条
件
　
宇
城
管
内

（
宇
土
市
・
宇
城
市
・
美
里
町
）

に
在
住
で
独
身
の
人

女
性
の
登
録
条
件
　
宇
城
管
内
・

管
外
問
わ
ず
独
身
の
人

相
談
日
　
毎
週
水
曜
日
、
第
1
日

曜
日
、
第
4
土
曜
日

相
談
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
5

時※
個
人
情
報
は
固
く
守
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
宇
城
広
域
連
合
総
務

課
企
画
財
政
係
☎
㉜
４
１
４
４

部
後
援
会
・
中
村
☎
㉒
２
２
９
０

さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
一
環
と
し

て
、
絵
画
同
好
会
（
患
者
家
族
会
）

の
10
年
に
わ
た
る
油
絵
・
描
画
等

を
展
示
発
表
し
ま
す
。

　
作
品
の
中
に
は
全
日
本
ア
ー
ト

サ
ロ
ン
絵
画
大
賞
展
に
出
品
さ
れ

て
入
賞
・
入
選
し
た
作
品
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

4
月
14
日
（
火
）
～
19
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
5
時

場
所
　
不
知
火
美
術
館
（
入
館
は

無
料
）

問
合
せ
先
　
熊
本
南
病
院
地
域
健

康
推
進
室
・
紫
垣
☎
㉜
０
８
２
６

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
環
境
保
全
と
美
化
を

図
り
、
桜
の
名
所
で
も
あ
る
同
公

園
を
気
持
ち
よ
く
訪
れ
て
も
ら
お

う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

参
加
者
は
、
立
岡
・
花
園
両
池
周

辺
の
土
手
な
ど
の
草
刈
り
や
ご
み

拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

さ
れ
、
約
6
5
0
人
が
来
場
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
宇
土
の
大
太
鼓

を
こ
れ
か
ら
1
0
0
年
先
ま
で
伝

え
る
た
め
、
多
く
の
人
に
太
鼓
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
太
鼓
芸
能
集
団
「
鼓
童
」
の
藤

本
𠮷𠮷
𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷




𠮷
𠮷
𠮷
𠮷𠮷𠮷



宇
土
天
響
太
鼓
、
宇
土
高
校
和
太

鼓
部
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
県
内
の
若
手
奏
者
が
出

演
し
、
迫
力
あ
る
太
鼓
の
演
奏
で

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
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市民のひろば

　
1
月
25
日
、
市
民
体
育
館
で
新

春
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
ク
ラ
ス
　

　
優
勝
　

S
U
I
C
A

　
２
位
　
M

　
3
位
　
ダ
メ
よ
～
ダ
メ
ダ
メ

Ｂ
ク
ラ
ス
　

　
優
勝
　
チ
ェ
リ
ー

　
２
位
　
花
花

　
3
位
　
桜
花

　
下
位
優
勝
　
あ
り
の
ま
ま
で

Ｃ
ク
ラ
ス

　
優
勝
　
ラ
ビ
ッ
ト
Z

　
２
位
　

S
T
A

　
3
位
　
B
A
L
I
U
S

　
下
位
優
勝
　superm

an

Ｄ
ク
ラ
ス
　

　
優
勝
　
ピ
ュ
ア

　
２
位
　
ラ
ヴ
ィ
ア
ン
ロ
ー
ズ

　
3
位
　
ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
ー
B

　
グ
ル
ー
プ
わ
か
ば
が
作
陶
展
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

3
月
18
日
（
水
）
～
23
日

（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
18
日
は
午
後
1
時
開
場

場
所
　
市
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

あ
い
館

問
合
せ
先
　
グ
ル
ー
プ
わ
か
ば
・

永
守
☎
㉒
３
１
５
５

　
こ
の
度
、
Ｕ
Ｔ
Ｏ
　
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ

Ｆ
Ｃ
　
Ｕ

−

12
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

と
ガ
ー
ル
ズ
チ
ー
ム
の
新
規
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
青
少
年
の
健
全
育
成
、
運

動
能
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
で
す
。
無
料
体
験
を
随
時

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
事

項
を
確
認
し
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
な
男
の
子
、

女
の
子
、
特
に
サ
ッ
カ
ー
が
大
好

き
な
女
の
子
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
同
時
に
指
導
者
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
生
　
年
中
～
小

学
6
年
生
の
男
女

フ
ッ
ト
サ
ル
ス
ク
ー
ル
生
　
小
学

3
～
6
年
生
の
男
女

必
要
な
も
の
　
運
動
が
出
来
る
服

装
・
靴
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、
飲

料
水
、
着
替
え

※
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
な

い
場
合
は
ク
ラ
ブ
か
ら
お
貸
し
し

ま
す
。

※
事
前
に
連
絡
し
て
、
日
時
と
会

場
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
Ｕ
Ｔ
Ｏ
　
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ

Ｆ
Ｃ
中
村
☎
０
９
０
（
７
１
５
０
）

１
８
８
６

　
2
月
21
日
、
網
田
レ
ト
ロ
館
で
、

「
尺
八
と
朗
読
ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
、
約
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
12

月
に
網
田
駅
舎
が
国
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
日

登
録
プ
レ
ー
ト
が
届
き
ま
し
た
。

　
中
央
公
民
館
自
主
講
座
（
指
導

：
山
下
静
雨
）
の
受
講
生
を
中
心

と
し
た
か
な
書
道
愛
好
者
の
第
1

回
作
品
展
で
、
色
紙
額
な
ど
小
作

品
を
25
点
程
展
示
し
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　

4
月
9
日
（
木
）
～
4
月

13
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
5

時
（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

場
所
　
市
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
入
場
無
料
。

問
合
せ
先
　
山
下
静
雨
☎
０
９
０

（
８
９
１
９
）
０
０
０
９

　
2
月
22
日
、
宇
土
マ
リ
ー
ナ
の

芝
生
広
場
で
第
13
回
宇
土
マ
リ
ー

ナ
親
子
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
て
小
学
校
生
活
6
年

間
の
思
い
出
づ
く
り
と
子
ど
も
た

ち
の
健
康
増
進
を
図
り
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
７
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

宇
土
東
Ｆ
Ｃ-

Ｂ（
宇
土
東
小
学
校
）

２
位

宇
土
東
Ｆ
Ｃ-

Ａ（
宇
土
東
小
学
校
）

敢
闘
賞
　
緑
川
小
学
校

最
優
秀
選
手
賞
　

【
大
人
】

松
田
ひ
ろ
み
（
宇
土
東
Ｆ
Ｃ-

Ａ
）

新
春
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
結
果

第
15
回
グ
ル
ー
プ
わ
か
ば
作

陶
展

2
0
1
5
年
度
U
T
O

　

G
A
I
A

　F
C
新
規
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
生
・
フ
ッ
ト
サ
ル
ス
ク
ー
ル
生
募
集

網
田
駅
舎
国
登
録
有
形
文
化

財
登
録
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

か
な
書
道
作
品
展

　開
催

第
13
回
宇
土
マ
リ
ー
ナ
親
子

サ
ッ
カ
ー
大
会

コンサートを盛り上げた皆さん

必死にボールを追いかけます

菊
地
由
希
美
（
宇
土
東
Ｆ
Ｃ-

Ｂ
）

【
子
ど
も
】

浦
川
現
（
宇
土
東
Ｆ
Ｃ-

Ａ
）

前
田
健
正
（
宇
土
東
Ｆ
Ｃ-

Ｂ
）

　
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
安
田
知
博

さ
ん
（
尺
八
）、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
橋
本
絵
鯉
子
さ
ん
（
朗

読
）、
宇
土
高
校
放
送
部
（
朗
読
）

が
出
演
し
ま
し
た
。
地
元
出
身
の

西
田
宗
寛
く
ん
（
宇
土
高
）
が
司

会
を
務
め
、
尺
八
と
朗
読
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
こ
こ
で
し

か
見
ら
れ
な
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
り

ま
し
た
。
観
客
は
、
1
1
6
年
目

を
迎
え
た
駅
舎
の
レ
ト
ロ
な
雰
囲

気
の
な
か
、
尺
八
と
語
り
に
癒
さ

れ
ま
し
た
。
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市民のひろば

山下彩月さん

おめでとうございます

　〈最優秀賞〉

　〈市長賞〉

　〈教育長賞〉

吉村朋子さん

嵯峨理心さん

正代直也さん

ね
る
て
い
輝

ね
る
て
い
輝

ね
る
て
い
輝

　
時
津
風
部
屋
の
正
代
（
正
代
直

也
さ
ん
：
宇
土
市
出
身
）
は
、
初

土
俵
が
昨
年
3
月
場
所
。
正
代
の

し
こ
名
で
序
の
口
十
二
枚
目
か
ら

現
在
、
幕
下
三
十
七
枚
目
の
番
付

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
年
国
技

館
で
の
1
月
場
所
で
は
、
昨
年
5

月
場
所
、
序
の
口
で
の
優
勝
と
同

じ
7
戦
全
勝
の
結
果
で
幕
下
優
勝

を
し
ま
し
た
。
3
月
場
所
の
番
付

は
、
幕
下
西
の
三
枚
目
で
す
。
幕

内
を
め
ざ
し
て
の
活
躍
に
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
1
月
16
日
、
第
55
回
交
通
安
全

国
民
運
動
中
央
大
会
が
日
比
谷
公

会
堂
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
、

　
3
月
8
日
、
宇
土
シ
テ
ィ
モ
ー

ル
で
平
成
26
年
度
宇
土
市
エ
コ
ポ

ス
タ
ー
展
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
環
境
問
題
に
対
し
て

の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
市
内
の
小
学
5
年

生
を
対
象
に
エ
コ
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
、
2
8
4
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
33
点
の

入
選
作
品
を
選
出
。
応
募
作
品
は
、

宇
土
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
1
階
カ
メ
ヤ

大
相
撲
1
月
場
所

　

幕
下
全
勝
優
勝

交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銀
章
を

受
章

エ
コ
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

開
催

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
横
に
4
月
7
日
ま
で
展

示
さ
れ
ま
す
。
入
選
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
　
山
下
彩
月
（
宇
土
小
）

市
長
賞
　
吉
村
朋
子
（
花
園
小
）

教
育
長
賞
　
嵯
峨
理
心
（
緑
川
小
）

優
秀
賞
　
北
野
千
博
（
宇
土
小
）、

橋
口
誉（
宇
土
小
）、志
垣
杏
佳（
宇

土
小
）、
浅
川
舞
（
宇
土
小
）、
河

上
寧
桜
（
花
園
小
）、
堀
之
内
里

香
（
走
潟
小
）、
木
村
奈
央
（
走

潟
小
）、
川
副
楓
馬
（
網
津
小
）

入
選
　
江
上
澄
香
（
宇
土
小
）、

徳
永
武
蔵
（
宇
土
小
）、
長
野
叶

望
（
宇
土
小
）、
中
島
拓
哉
（
宇

山
口
久
代
さ
ん
（
下
網
田
町
）
が

交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銀
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

　
山
口
さ
ん
は
昭
和
54
年
に
発
足

し
た
市
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
初
代
会
長
に
就
任
以
来
、

街
頭
指
導
を
行
い
、
ま
た
子
ど
も

や
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教

育
の
推
進
に
努
め
る
な
ど
、
永
年

に
わ
た
り
交
通
安
全
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。「
こ

の
章
を
も
ら
え
た
の
は
、
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
。
皆
さ
ん
の
た
め

に
も
交
通
安
全
の
普
及
に
頑
張
ら

な
け
れ
ば
、
と
強
く
思
い
ま
し
た
」

と
受
章
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

土
小
）、
村
田
佳
穂
（
宇
土
小
）、

秋
吉
健
生
（
宇
土
小
）、
藤
原
有

真
（
宇
土
小
）、
井
手
上
佳
矢
（
宇

土
小
）、
塚
本
佳
歩
（
宇
土
小
）、

宮
田
彩
乃
（
花
園
小
）、
中
村
寧
々

（
花
園
小
）、
後
藤
遥
果
（
花
園
小
）、

久
保
み
さ
葵
（
花
園
小
）、
上
田

麻
琴
（
花
園
小
）、
田
代
麻
有
（
宇

土
東
小
）、
矢
裂
奈
々
（
走
潟
小
）、

島
田
泰
成
（
走
潟
小
）、
下
田
珠

理
（
走
潟
小
）、村
田
皓
（
緑
川
小
）、

積
侑
伽（
網
津
小
）、満
𥔎𥔎
𥔎
𥔎𥔎𥔎


田
小
）、
深
堀
晃
（
網
田
小
）
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市民のひろば

大人も子どもも協力して巻いたロング巻き寿司

おはなし劇場

宮本敬三隊長（右）と浦本晴美副隊長

　

2
月
9
日
、
日
本
都
市
セ
ン

タ
ー
ホ
テ
ル
（
東
京
都
）
で
「
第

5
回
地
域
再
生
大
賞
」
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
網
田
教
育
の
里
づ
く

り
隊
（
宮
本
敬
三
隊
長
）
が
九
州
・

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
共
同
通
信
社
と
地

方
新
聞
45
紙
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
、
深
刻
化
す
る
地
域
の
疲
弊

に
挑
む
団
体
を
取
り
上
げ
、
エ
ー

ル
を
送
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
網
田
教
育
の
里
づ
く
り
隊
は
、

網
田
地
区
の
過
疎
化
や
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
あ
い
さ
つ
運
動
や

小
中
学
校
に
出
向
い
て
の
読
み
聞

か
せ
を
す
る
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で

子
育
て
に
取
り
組
ん
で
き
た
活
動

を
評
価
さ
れ
、
受
賞
し
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
小
池
か
ら
赤
瀬
ま
で

の
57
号
線
沿
い
を
小
中
学
生
と
大

人
が
ご
み
拾
い
を
す
る
網
田
ク
リ

ー
ン
作
戦
、
地
域
住
民
か
ら
募
集

し
た
標
語
を
の
せ
た
看
板
の
設
置

や
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り
、
子
ど
も

た
ち
に
喜
び
や
楽
し
さ
を
伝
え
る

忍
者
あ
そ
び
や
人
形
劇
の
鑑
賞
な

ど
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
連

携
の
も
と
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と

地
域
住
民
の
参
加
を
得
て
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

　市税・市料金の口座振替は、便利・安全・確実しかも環境にやさしい納付方法です。
　そこで市では、昨年度に引き続き、平成 26 年度を『口座振替推進強化年』として定め、キャンペーン期間（平成 27
年 ３ 月末日まで）中に、口座振替手続きを完了し、金融機関窓口から交付される『手続きの控え』を、税務課、網津支
所または網田支所のいずれかに持参した人に、もれなく『あじさいの湯入湯券』か『ごみ袋 1巻』（いずれか 1点、初回
申請分に限る）を進呈します。

平成 26 年度『口座振替推進強化年』
口座振替推進キャンペーン　実施中便利 安全 確実

市税・市料金は、口座振替がお得です！期間中、もれなくプレゼント進呈 !!

Q ＆ A
●対象となる口座振替には何がありますか？
　　市税（市県民税・固定資産税・国民健康保険税・軽自動車税）、上下水道・簡易水道料、市営住宅使用料、介護保
険料、後期高齢者保険料です。ただし、市県民税と介護保険料については特別徴収（年金天引等）が優先されます。

●口座振替手続きは、どこで出来ますか？
　　市内の肥後銀行、熊本銀行、ＪＡうき各支所・出張所、信用組合、信用金庫、労働金庫およびゆうちょ銀行の各
窓口です。

●口座振替手続きには、何が必要ですか？　⇒　①引落す通帳　②通帳印鑑
●一つの通帳から家族の分も引落し可能ですか？　⇒　可能です。
●その他留意事項は？
　　既に口座振替している市税または市料金、および申込依頼書に不備がある場合は対象外です。

問合せ先　税務課収納係☎㉒ 1111（内線 2144）

　
ま
た
、
12
月
15
日
を
『
網
田
教

育
の
日
』
と
し
、
毎
年
「
網
田
教

育
の
里
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
お

り
、
今
年
度
は
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

と
第
4
回
ロ
ン
グ
巻
き
寿
司
づ
く

り
を
し
ま
し
た
。
大
人
と
子
ど
も

が
交
互
に
横
一
列
に
並
び
、
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
、
海
苔
70
枚
を
並

べ
た
こ
れ
ま
で
最
高
の
12.

4
メ
ー

ト
ル
の
ロ
ン
グ
巻
き
寿
司
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
隊
員
の
皆
さ
ん
は
、「
こ
れ
か

ら
も
『
子
育
て
は
網
田
で
！
』
を

合
言
葉
に
、
地
域
と
連
携
し
、
子

ど
も
た
ち
を
見
守
り
な
が
ら
、
網

田
を
誇
り
に
思
う
網
田
が
大
好
き

な
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
く
れ
る

よ
う
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
　網
田
教
育
の
里
づ
く
り
隊

　
　
　地
域
再
生
大
賞

　
　
　
　九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
賞
受
賞
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市民のひろば

▽
松
　
山
　
町
　
村
上
シ
ゲ
子

　
亡
　
夫
　
一
　
之
　（
八
一
）

▽
網
　
津
　
町
　
橘
　
　
忠
義

　
亡
　
父
　
忠
　
也
　（
八
七
）

▽
北
九
州
市
小
倉
北
区
　
木
村
　
良
司

　
亡
　
母
　
富
　
子
　（
八
九
）

▽
新
　
開
　
町
　
正
木
　
澄
子

　
亡
　
夫
　
　
明
　
　（
九
二
）

▽
入
　
地
　
町
　
松
山
た
か
こ

　
亡
　
母
　
尾
沢
ハ
ツ
ミ
（
九
二
）

▽
長
　
浜
　
町
　
中
村
ミ
サ
コ

　
亡
長
男
　
一
　
也
　（
五
二
）

▽
石
小
路
町
　
石
塚
　
雅
浩

　
亡
　
父
　
雄
　
輔
　（
八
五
）

▽
網
　
津
　
町
　
野
添
エ
イ
子

　
亡
　
母
　
藤
　
枝
（
一
〇
八
）

▽
下
網
田
町
　
西
本
　
春
子

　
亡
　
夫
　
一
　
則
　（
七
八
）

▽
栄
　
　
　
町
　
満
井
は
つ
子

　
亡
　
夫
　
和
　
男
　（
七
〇
）

▽
松
　
原
　
町
　
田
口
　
ツ
タ

　
亡
　
夫
　
　
勝
　
　（
八
七
）

▽
住
　
吉
　
町
　
嶋
本
　
善
朝

　
亡
　
母
　
ア
サ
エ
　（
八
六
）

▽
網
　
津
　
町
　
本
田
八
重
子

　
亡
　
夫
　
孝
　
吉
　（
八
四
）

▽
赤
　
瀬
　
町
　
田
口
　
利
一

　
亡
　
母
　
洋
　
子
　（
八
四
）

　
市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
、
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
（
敬
省
略
）。

▽
走
　
潟
　
町
　
下
田
　
靜
也

　
亡
　
妻
　
之
　
子
　（
七
六
）

▽
下
網
田
町
　
中
園
　
　
實

　
亡
　
妻
　
ヒ
　
サ
　（
九
一
）

▽
熊
本
市
南
区
白
藤
　
坂
田
　
淳
一

　
亡
　
父
　
秀
　
男
　（
九
五
）

　
市
社
協
へ
の
ご
寄
附
は
、

確
定
申
告
等
に
よ
っ
て
、
所

得
税
法
（
第
78
条
）
と
地
方

税
法
（
第
37
条
）
の
「
寄
附

金
控
除
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
※
2
月
15
日
受
付

分
ま
で
を
掲
載
。

香
典
返
し

香
典
返
し

■　平成 26 年度ＳＳＨ研究成果発表会
　1月 29 日、市民会館でＳＳＨ研究成果発表会を行いました。平成 25 年度から文部科学省のＳＳＨ（スーパーサイエンスハ
イスクール）の指定を受けて活動しています。県内外の先生や宇土中 3年生も参観し、高校 1・2 年の生徒がさまざまな研究
の成果発表をしました。1年生による「関東研修」と睡眠研究発表、「北米研修」・「欧州研修」の英語での研究発表がありまし
た。また、科学部の「チョコレートのような合金」、「凸レンズがつくる副実像の研究」の研究発表がありました。市民会館ロビー
では研究活動のポスターセッションを行い、ポスターの前で生徒が来場者からの質疑に答えました。さらに、筑波大学国際統
合睡眠医科学研究機構の柳沢正史教授による「睡眠・覚醒の謎に挑む」と題した基調講演がありました。この 1年間の研究成
果を今後の研究活動に繋げて、さらに充実したＳＳＨの取組みをしていきます。

２ 年研究活動成果発表 「北米研修」の報告 ポスターセッションの様子

熊本県立宇土高等学校
〒869－0454　宇土市古城町63
☎㉒0043　FAX ㉒4753
ＨＰ http://www.higo.ed.jp/sh/utohs
mail  uto-h@pref.kumamoto.lg.jp
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　平成 27 年 10 月に国勢調査が実施されます。
　宇土市では、国勢調査に関して理解と熱意を持って、業務に
従事してくださる人を広く募集しています。
国勢調査とは
　国内に住む全ての人と世帯を対象にする、国の最も重要な統
計調査です。人口や世帯の実態を明らかにするため、統計法と
いう法律に基づいて 5年ごとに実施されます。
　国勢調査の結果は福祉施策や生活環境整備、災害対策など日
本の未来をつくるために欠かせないさまざまな施策の計画策定
に利用されます。
仕事の内容
　・調査員説明会に参加
　・担当する地域の確認
　・調査書類の配布と記入依頼
　・調査票の回収
　・調査票の整理と提出
調査員の身分
　総務大臣に任命される非常勤の国家公務員となります（任命
期間は 8月 27 日～ 10 月 26 日の予定です）。
調査員報酬
　　約 ３～ 6万円（受持ち世帯数により変動します）
応募要件
　・市内に居住する 20 歳以上の人
　・調査で知り得た内容などの秘密を守る人
　・税務、警察、選挙に直接関係がない人
募集人員　150 人程度
応募方法　まちづくり推進課情報支援係にある「統計調査員希
望者登録申込書」に必要事項を記入して直接提出してください。
申込書はホームページからもダウンロードできます。
問合せ先　まちづくり推進課情報支援係☎㉒ 1111（内線 2206・
　　　　　2207）

国勢調査員を募集します
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図書館
下記以外にもたくさんの新刊が入っています。
図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

休館日：　毎週木曜日・祝日・年末年始・特別整理期間

「じぞっ子」

一 般 書
絶唱 湊　かなえ 著
冷蔵庫を抱きしめて 萩原　浩 著
ゆるい生活 群　ようこ 著
あなたのデータ、「お金」に換えてもいいですか？ 日経コンピュータ 編
｢就活｣ と日本社会 常見　陽平 著

児　童　書
それいけ！ぼっこくん 富安　陽子 作
よくわかるLEＤ・発光ダイオードのしくみ 伊藤　尚末 著
ねこ　どんなかお 村上　しいこ 文
空を飛ぶ生き物たち 東　昭 監
アナと雪の女王 サラ・ネイサン 作

中高生向け（ヤングアダルトコーナー）　
2階一般室に設けています

歌う樹の星 風野　潮 作
ラオス　山の村に図書館ができた 安井　清子 著
保育士になるには 金子　恵美 著
ブロード街の12日間 デボラ・ホプキンソン 著

-幼児・小学生のおはなし会-

日　時　毎週水曜日午後 4 時～・土曜日午後 2 時～
場　所　市立図書館 1 階　児童図書室

えほんのじかん

-0・1・2歳児のおはなし会-

日　時　毎月第 2・第 4 火曜日
　　　　午前 10 時 ３0 分～（約 20 分）
場　所　市立図書館 1 階　児童図書室

らっこのじかん

　本の貸出しは 1 人 5 冊までで、返却期限は 2 週間となって
います。また、DVD・CD などの視聴覚資料は 1 人各 2 点ま
でで返却期限は 1 週間となっています。
　予約している人など次に借りる人がいますので返却期限は
必ず守りましょう。

図書の貸出し・返却について

図書館ボランティア募集
　図書館では、読書の喜びを市民の皆さんにお伝えするため
に、年間を通していろいろな事業を行っています。いっしょ
に活動していただける市民ボランティアを募集しています。
　主なボランティア活動の内容と事業内容は、
おはなしボランティア・・・図書館で行うおはなし会（らっ
このじかん・えほんのじかん等）での読み聞かせなどを行い
ます。
ブックスタートボランティア・・・毎月保健センターで行わ
れる ３ カ月検診時に、赤ちゃんと保護者に絵本を手渡し、絵
本を通して心の触れ合いの大切さを伝えます。
イベント時の協力ボランティア・・・図書館まつり・市童話
発表大会などのイベント時に、受付や子どもたちの誘導など
事業運営への協力。
環境整備ボランティア・・・痛んだ本の修理や館内外の植物
の世話など。
　皆さんもぜひボランティアとして参加してみませんか。「本
が好き・赤ちゃんが好き・絵本やおはなしが大好き・図書館
に興味がある｣ という人、誰でもＯＫです。たくさんの応募
をお待ちしています。
申込方法　市立図書館へ直接申込みするか、電話でご連絡く

ださい。
申込み・問合せ先　市立図書館☎㉒ 4512

つどいの広場
子育て講座

✿ 日　時　３月24日（火）午前10時15分開場
　　　　　　　　　　　　午前10時３0分開始
　　　　　　　　　　　　午前11時３0分終了予定
✿ 場　所　児童センター ３階　音楽室
✿ 講　師　福田　英美子　先生
　　　　　 棚橋　裕美　先生
✿ 内　容　「歌って遊ぼう　～はじめてのリトミック～」
　　　　　 （実技）
✿ 対象者　乳幼児（1歳～ 2歳児　できるだけ歩行ができる

お子さん）と保護者　約15組

　3月のつどいの広場は、
「歌って遊ぼう〜はじめてのリトミック〜」を行います。気軽に参加してください。

子育て中のお母さんあつまれ！

✿ 持ってくるもの　飲み物（水分補給用）
✿ 参加費　無料
※ 参加希望の人は３月16日（月）～ 2３日（月）

に必ず予約してください。
※ 駐車場は市役所裏駐車場を利用してください。

問合せ先　
つどいの広場☎㉒2408
子育て支援課子育て支援係☎㉒1111（内線2813）

児童センター

平成 27・3  （32） 



HEALTH

　平成27年度の複合健診を次のとおり実施します。健診申込調査で申し込まれた人には、3月下旬に受診券や問診票を郵送
します。
　　　　　　　　 特定健診の対象者が広がりました！！

・30歳代の宇土市国民健康保険被保険者の人も無料で受診できます。「どうもない」うちからの健診受
診で体調管理をしましょう！！
・国民健康保険以外の被扶養者の人も受診可能になりました。健診当日に勤務先等から発行される『特
定健康診査受診券』『保険証』を持参し、窓口でお申し出ください。料金やその他不明な点がありま
したら、勤務先等に問い合せください。

健診項目 健診内容 個人負担金（予定 )
特定健診
高齢者健診

（宇土市国民健康保険被保険者 30 歳以上 75 歳未満、または後期高齢者医
療保険被保険者の人が対象 )
身体計測・血圧・尿検査・血液検査・問診・心電図等

　特定健診　　無料　
高齢者健診　800 円

胃がん検診 バリウムによる胃部Ｘ線検査 1,400 円
大腸がん検診 便潜血検査（検体容器を事前に送付します ) 500 円
腹部超音波検診 超音波による腎、肝、胆嚢、膵などの撮影 1,000 円

胸部レントゲン 胸部X線撮影検査
問診結果により喀痰検査（別料金 ) 500 円

女
性
の
み

子宮頸がん検診 子宮頸部の細胞検査 1,200 円

乳がん検診
※ 50 歳以上：視触診＋マンモグラフィー（1方向 )
※ 40 歳代　：視触診＋マンモグラフィー（2方向 )
※ ３9 歳以下：超音波検査

1,500 円
2,000 円
800 円

骨粗鬆症検診 超音波による「かかと」の骨密度測定 1,000 円
前立腺がん検診
（男性のみ ) 血液検査（ＰＳＡ検査 ) 1,000 円

※全ての検診を受ける人の所要時間は、男性90分、女性120分程度です。
※前立腺がん検診、骨粗鬆症検診の受診を希望する人は、当日受付にお申し付けください。
（複合健診日程表)

健　診　日 会　場

4 月
8（水）・9・（木）・10（金） 西部老人福祉センター
1３（月）・17（金）・18（土）・19（日）・20（月）・21（火）・22（水） 保健センター
14（火）・15（水）・16（木） 網津多目的研修会施設

6月 19（金）・20（土）・21（日）・22（月）・2３（火）・３0（火） 保健センター
7月 1（水）・2（木）・３（金）・4（土）・5（日）・7（火）・8（水）・9（木）・11（土）・12（日） 保健センター
8月 28（金）・29（土）・３0（日）・３1（月） 保健センター
9月 10（木）・11（金）・12（土）・1３（日） 保健センター

健診を申し込んでいない人や39歳以下の人の追加申込みを受け付けますので、日程を確認し、保健センターまで電話等で
申込みください。
申込み・問合せ先　保健センター☎㉒2３00

平成２7年度　複合健診を実施します

お知らせ

家庭教育シリーズ 65
子育ては母親の仕事、そう思っているお父さんは要注意。
　家庭での父親の存在感が薄いことが指摘されています。母親だけに子育ての責任がゆだねられ、父親の理解や協
力がないままでは、母親の子育てに対する不安感や負担感が増したり、母と子の関係が密着しすぎたりすることに
つながる心配があります。
　父親がもっと家庭の中での役割を積極的に担い、夫婦でしつけについてよく話し合っていくことが大切です。
　そのためにも、夫婦はお互いに尊重し合い、子どもの前で相手をけなしたり、見下したりすることのないように
気をつけましょう。

（文部科学省「家庭教育手帳　小学生（高学年）～中学生編」から抜粋）　
問合せ先　生涯学習課生涯学習係☎㉒6510

“夫婦で共同して子育てをする”

小学生（高学年）
～中学生編
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今月のレシピ 宇土市食生活改善推進員協議会 No.46

▪▪いちご大福▪▪
～旬のいちごを使った定番和菓子！電子レンジを使用してご家庭でも簡単に作れます～

1 個あたり：117kcal、たんぱく質 4.0g、脂質 0.4g

いちご ………………… 8個
あんこ …………………160g
白玉粉…………………120g
砂糖…………………… 65g
水…………………… 200㏄
片栗粉………………… 適量

①いちごはヘタを取って水気をしっかりふき、等分
にしたあんこで包んでおく。白玉粉はすり鉢で粉
状にすり潰しておく。

②耐熱ボウルに白玉粉、砂糖を入れてよく混ぜ合
わせる。水を 2 回に分けて加え、なめらかな状
態になるように混ぜる。

③ 600W のレンジで 3 分加熱し、泡立て器でなめ
らかになるまでしっかりと混ぜる。

④ラップをして再度レンジで 3 分加熱し、木べらで練り混ぜる。さらに 4 分加熱し、均一な固
さになるまで練る。

⑤片栗粉を敷いたバットへ生地を移し、等分にする。両手で生地を伸ばし、中央にあんこをの
せて包みとじる。形を整えて出来上がり。

  材料（8 個分）   作り方
・・

・・

・・

・

37,949 人 （+ 8人）

18,201 人 （+ 2人）

19,748 人 （+ 6人）

14,637 世帯（+ 21世帯）

（　）内は前月比

平成
27 年 1 月1 日から 平成27 年 2 月 28 日まで

発生件数 22 件（− 5件）

死 者 数 0 人（± 0人）

負傷者数 35 人（− 7人）
（　）内は前年比

反射材　みんなに見えてる　その命

人口

市 の う ご き 市の交通事故発生件数
平成 27 年 3 月 1 日現在

東日本大震災義援金の受付は
平成27年3月末まで延長します

　市役所および福祉センターに募金箱を設置するほか、市民専用振込
口座を開設しています。引き続き、皆さまからの温かいご支援をお願
いします。
　2月末までに宇土市に寄せられた義援金は

1210万8289円
問合せ先　総務課行政係☎㉒1111（内線2212）
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健康相談 母子手帳交付
　妊娠がわかったら、母子手帳の交付を早めに受けましょう。

対 象 者　市内に住民票がある妊婦

交 付 日　毎週火曜日（祝日の場合はその週の月曜日、または水曜日）

　　　　  3月17日（火）、3月24日（火）、3月31日（火）、4月7日（火）、

　　　　  4月14日（火）、4月21日（火）、4月28日（火）

交付時間　午前10時～午前11時

　　　　 （受付時間は午前10時～午前10時15分）

内　　容　母子手帳と妊婦健診受診票の交付、妊娠中の生活について

保健師・管理栄養士からの説明

　　　　　※事前に電話での予約が必要です。（☎㉒2300）

　保健センターでは、毎週金曜日に健康相
談を行っています。赤ちゃんから高齢者の
人まで、誰でも利用できます。お気軽にご
利用ください。
受付時間 午前9時～午前11時
 ※事前に電話での予約が必要で

す。（☎㉒2300）
内　　容 身体測定・体脂肪測

定・食事相談　など

お
詫
び
と
訂
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■各種乳幼児健診・教室のお知らせ
月日 内容 受付時間 対象 場所

3/18
（水） 幼児歯科教室 午前9時～

9時15分
25年11月
生まれ

保
健
セ
ン
タ
ー

3/26
（木） 3歳児健診 午後1時～

1時15分
24年2月
生まれ

4/2
（木） 1歳6カ月児健診 午後1時

～1時15分
25年9月
生まれ

4/9
（木） 2歳児歯科健診 午前9時～

9時15分
25年3月
生まれ

4/14
（火） 6カ月児健診 午後1時

～1時15分
26年9月
生まれ

4/15
（水） 幼児歯科教室 午前9時～

9時15分
25年12月
生まれ

4/23
（木） 3歳児健診 午後1時～

1時15分
24年3月
生まれ

4/27
（月） 3カ月児健診 午前9時15分～

9時30分
26年12月
生まれ

※平成 27 年度から 3カ月児健診は午前中の実施に変わります。
　1 歳 6カ月児健診・3 歳児健診・幼児歯科教室・2 歳児歯科健診の
対象者には通知をお送りします。転入等で通知がお手元に届かな
い場合は保健センターまで問い合せください。

■日曜・祝日当番医  （診療時間：午前 9時～午後 5時）

月日 病院・医院名 診療科 電話

3/15
（日）

福田医院（本町3丁目） 内・小 ☎㉒0002

上野小児科医院（城之浦町） 小 ☎㉒0３24

3/21
（土・祝）

宇土中央クリニック（浦田町） 内 ☎㉒1600

やまもと泌尿器科クリニック（南段原町） 泌・性 ☎�1411

3/22
（日）

石垣医院（浦田町） 内・小 ☎㉒12３4

むらかみ眼科クリニック（南段原町） 眼 ☎㉒6600

3/29
（日）

吉窪内科放射線科医院（入地町） 内・消・放 ☎㉒３20３

草場医院（松原町） 耳 ☎㉓5851

4/5
（日）

近藤クリニック（松山町） 内・消・外 ☎㉓5558

田山産科婦人科医院（入地町） 産・婦 ☎㉒5522

4/12
（日）

みどりかわクリニック（野鶴町） 内・小 ☎㉒1171

もろが整形外科医院（旭町） 整 ☎㉓2３41

4/19
（日）

松田内科循環器科クリニック（三拾町） 内・循 ☎㉓6555

くまもと心療病院（松山町） 精・神 ☎㉒1081

※当番医は変更になる場合があります。熊本県総合医療情報システ
ム「くまもと医療ナビ」のホームページ、または宇城広域連合北
消防署（☎� 0554）でご確認ください。

保健センター 告	知	板
記事に関する問い合せは、保健センター☎� 2300 まで

HEALTH

　春の便りがうれしい季節となりました。３月に入り卒
業シーズンを迎え、進学や転勤等で新たな生活への準
備に忙しい方もいらっしゃることと思います。
　市においても、万全の体制で新年度に臨めるよう準
備を進めているところです。
　現在、市議会３月定例会の会期中です。今回の議会で
は、平成27年度の施策と予算の審議が中心となります。
地方交付税の段階的削減、社会保障や医療・介護関連
の歳出の増加による厳しい財政状況は依然として変わ
りませんが、市民の皆さんの知恵を拝借しながら、こ
れまで以上に「誰もが住んでみたいと感じる宇土市」
を目指し施策に取り組んでいきます。

　市民体育館に導入した輻射式冷暖房「エコウィン」
が、一般財団法人省エネルギーセンター主催の「平成
26年度省エネ大賞」
で、審査委員会特別賞
を受賞しました。この
「エコウィン」は、人
が居る箇所を集中して
効率の良い放熱を行う
ため、従来の冷暖房設
備に比べ、導入コスト・
運用コストが大幅に削
減でき、利用者の負担軽減につながります。これまで
大型公共施設に「エコウィン」を導入した例はなく不安
も多かったため、導入には消極的な意見もありました。
しかし、『前例のない施策に対して、利用者にメリット
があれば、問題を解決し挑戦する』という信念のもと協
議を重ね導入に踏み切りました。導入後は予定どおり、
コストの削減により、空調利用料金を安く設定でき、
利用者の大幅増加につながっています。今回の受賞は、
前例や慣習にとらわれず果敢に挑戦したからこそ得た
成果だと感じています。

　市の生活情報をスマートフォンで検索できる無料ア
プリ「うとNavi（ナビ）」が開発されました。このアプ
リでは、市コミュニティバス「行長しゃん号」のルー

トや各停留所の時刻表、市内の医
療機関、災害時の避難場所、ゴミ
収集日など、市民生活に直結した
各種情報を検索することができま
す。開発したのは市職員。担当業
務外の取組みながら、試行錯誤を
重ねて、ここまでたどり着きまし
た。この職員は「今後は、観光情
報等を追加し、より充実した内容
にしていきたい」と意欲満々です。
このような向上心と熱い思いを
持った若手職員のこれからの活躍
を期待しています。

元 樹

市長室から

だ よ り
vol.14

げん き

「更なる成長を目指して」
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　掲載希望の人（3歳まで）は誕生月の前月5日（5日が休日の場合は前日）までに
まちづくり推進課情報支援係に申込んでください。応募多数の場合は、抽選になります
（過去に掲載されていない人を優先します）。
問合せ先　まちづくり推進課情報支援係☎㉒ 1111（内線 2206）

岩
いわむら

村　陽
ひ な

菜ちゃん
（境目町）

Ｈ26 年 3 月 10日生　1 歳

濱
はまぐち

口　珠
みこと

琴ちゃん
（松原町）

Ｈ25 年 3 月 3日生　2 歳

松
まつもと

本　一
いぶき

吹ちゃん
（北段原町）

Ｈ24 年 3 月 30日生　3 歳

園
そのだ

田　維
いちか

愛ちゃん
（戸口町）

Ｈ26 年 3 月 5日生　1 歳
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